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交
通
事
故
防
止
の
徹
底
を

　
国
道
一
一
七
号
線
田
川
橋
の
か
け

か
え
工
事
の
た
め
、
迂
回
路
と
し
て

西
田
川
橋
、
本
町
西
線
が
利
用
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
道
路
状
況
等
で
交
通

渋
滞
等
の
恐
れ
も
あ
り
ま
す
の
で
通

行
に
際
し
て
は
十
分
ご
注
意
く
だ
さ

い
。
な
お
、
交
通
事
故
防
止
の
た
め

市
で
は
、
三
名
の
交
通
安
全
指
導
員

を
特
別
配
置
し
、
迂
回
路
の
危
険
防

止
に
努
め
て
い
ま
す
．
ま
た
迂
回
路

の
側
溝
に
つ
い
て
も
危
険
を
未
然
に

防
ぐ
意
味
か
ら
溝
蓋
を
つ
け
る
こ
と

に
し
て
い
ま
す
。
み
な
さ
ん
の
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
交
通
安
全
推
進
員
を

　
増
員

　
市
で
は
、
交
通
安
全
推
進
員
制
度

誹織惣

嚢

癬
◎
慰

撫
鰍
紛

⇔
蹴
㌶
蕪
醗

彦
易お妙

懲

を
設
け
、
地
域
ぐ
る
み
市
民
ぐ
る
み

で
交
通
安
全
運
動
を
展
開
し
て
い
ま

す
が
、
こ
の
ほ
ど
、
こ
れ
ま
で
の
六

十
名
に
く
わ
え
て
、
新
し
く
四
十
九

名
を
委
嘱
、
家
族
ぐ
る
み
、
町
内
ぐ

る
み
で
の
一
声
運
動
を
は
じ
め
、
交

通
安
全
思
想
に
努
め
て
い
ま
す
。
な

お
、
交
通
安
全
推
進
員
は
、
毎
月
二

十
五
日
を
定
期
街
頭
指
導
日
と
し
て

歩
行
者
に
交
通
安
全
を
呼
び
か
け
て

い
ま
す
。

　
は
か
り
の
定
期
検
査

　
は
か
り
の
定
期
検
査
を
七
月
十
六

日
か
ら
つ
ぎ
の
と
お
り
実
施
し
ま
す

　
▽
七
月
十
六
日
；
本
町
一
上
下
、

本
町
東
、
西
一
丁
目
、
本
町
二
、

三
丁
目
、
袋
町
東
、
西
、
中
、
栄
町

昭
和
町
一
、
二
、
三
、
四
丁
目
、

西
寺
町
、
泉
町
、
宮
下
東
、
西
諏
訪

町
、
神
明
町
、
学
校
町
一
、
二
丁
目

水
野
町
、
若
宮
町
、
田
中
町
東
、
西

本
通
り
、
川
原
町
、
上
川
町
、
田
川

町
一
、
二
、
三
丁
目
．

　
▽
七
月
十
七
日
…
本
町
四
、
五

丁
目
、
高
田
町
一
、
二
、
三
、
丸

山
町
、
七
軒
町
、
加
賀
糸
屋
町
、
関

口
樋
口
町
、
駅
通
り
、
西
浦
東
、
西

旭
町
、
稲
荷
町
一
、
二
、
三
、
四
西

西
本
町
、
千
代
田
町
、
春
日
町
一
、

二
、
三
丁
目
。

　
▽
七
月
十
八
目
…
本
町
六
丁
目
、

八
幡
田
町
、
島
、
江
道
、
猿
倉
、
津

池
、
菅
沼
、
大
池
、
赤
倉
、
妻
有

町
西
一
、
二
丁
目
、
高
山
二
、
三
、

四
丁
目
、
錦
町
、
美
雪
町
、
桜
木
町

高
田
町
四
、
五
、
山
本
町
、
千
歳
町

寿
町
一
、
二
、
三
、
四
、
本
町
ヒ
丁

目
一
、
二
、
。
時
間
は
い
ず
れ
も
午

前
九
時
～
十
一
時
と
午
後
一
時
～
四

時
。
会
場
は
市
民
体
育
館
で
す
。

高
橋
・
藤
木
さ
ん
が
消

費
生
活
改
善
推
進
員
に

　
新
潟
県
は
商
・
剛
の
流
通
動
向
を
調

べ
た
り
、
消
費
者
行
政
に
つ
い
て
の

意
見
要
望
を
県
に
取
り
つ
ぐ
消
費
生

活
改
善
推
進
員
制
度
を
発
足
さ
せ
ま

し
た
。
本
市
関
係
は
つ
ぎ
の
方
が
任

命
さ
れ
ま
し
た
の
で
消
費
生
活
上
の

苦
情
、
意
見
、
要
望
が
あ
り
ま
し
た

ら
、
お
近
く
の
推
進
員
に
ご
連
絡
く

だ
さ
い
．

　
藤
木
貞
（
中
条
旭
町
）

　
　
奮
二
i
二
七
四
八
番

　
高
橋
ヒ
メ
（
城
之
古
一
）

　
　
奮
七
i
八
三
二
二
番

7
月
の
休
日
救
急
医

14

日
十
日
町
病
院
（
高
田
響
南
）

　
　
　
　
　
曾
2
の
3
1
6
1
番

21

日
中
条
病
院
（
北
蓼

　
　
　
　
　
曾
7
の
3
0
1
8
番

28

日
池
田
医
院
（
本
町
西
こ

　
　
　
　
　
曾
2
の
2
5
8
1
番

　
第
七
回
市
展
ポ
ス
タ

　
ー
を
募
集

　
第
七
回
市
展
は
、
十
月
四
日
か
ら

六
日
ま
で
市
公
民
館
本
館
（
市
民
会

館
内
）
で
開
か
れ
ま
す
が
、
そ
の
市

展
ポ
ス
タ
；
を
つ
ぎ
の
と
お
り
募
集

し
ま
す
。
く
わ
し
く
は
、
市
公
民
館

本
館
市
展
係
へ
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い

　
内
容
　
市
展
ポ
ス
タ
ー
に
ふ
さ
わ

し
い
も
の
。

　
大
き
さ
　
B
3
判
（
約
39
秀
x
5
4

膨
）
　
色
彩
　
地
色
（
白
）
含
め
三
色
以

内

贈傷
　
　
ん

　
　
　
　
や
雛

近
喚
与
包
ガ

∩
う
（
Z

箋
七
は
奪

享
慧
な
k

甘
哨
う

羅難曾
言
レ
ィ
ど
ー

　
り
　
　
　
‘

…
掃澱
－
繋
甕
蘇

　
　
　
け
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

…
い
ま
す
。

　
こ
と
ば
の
障
害
は
不
治
の
も
の
で

㎜
は
あ
り
ま
せ
ん
。
通
学
し
な
が
ら
で

｝
も
適
当
な
機
関
が
あ
れ
ば
、
ほ
ぼ
完

｝
治
し
ま
す
。

　
黙
っ
．
て
い
る
子
供
が
活
発
な
子
供

…
に
変
身
す
る
姿
を
皆
さ
ん
と
一
緒
に

使
用
文
字
　
「
第
七
回
」
「
市
展
」

　
し
め
き
り
　
七
月
二
十
日

　
そ
の
他
　
入
選
一
点
に
は
賞
金
五

千
円
、
佳
作
に
は
賞
品
を
さ
し
あ
げ

ま
す
。
　
古
い
机
・
椅
子
を
譲

　
り
ま
す

　
児
童
、
生
徒
が
使
用
し
て
い
た
古

い
机
、
椅
子
を
つ
ぎ
の
と
お
り
売
却

し
ま
す
。
ご
希
望
の
方
は
時
間
厳
守

の
う
え
お
い
で
く
だ
さ
い
。

　
と
き
　
七
月
二
十
日
午
前
九
時
～

正
午
　
と
こ
ろ
　
旧
大
井
田
小
体
育
館

　
売
値
　
机
、
椅
子
一
ケ
に
つ
き
各

五
十
円
、
購
入
さ
れ
た
方
は
各
自
運

搬
さ
れ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　
4
教
育
に
つ
い
て
考
え

　
　
　
る
市
民
討
論
会
グ

　
　
　
十
日
町
費
年
会
議
所
が
呼

　
　
　
び
か
け

　
＋
日
町
青
年
会
議
所
は
、
苅
部
良

吉
氏
を
講
師
に
「
教
育
に
つ
い
て
考

え
る
市
民
討
論
会
」
を
開
催
し
ま
す

　
こ
の
討
論
会
は
十
日
町
市
に
お
け

る
教
育
の
実
体
を
す
で
に
実
施
し
た

　
「
教
師
と
父
兄
の
座
談
会
」
　
「
市
民

正
し
い
こ
と
ば
を
育
む
会

玄～汐

～
惣，

♂、

灘‘
．
峯
一
潔
．
ま

　
　
　
ヒ
㊦
り

くむ

撫、．
場

勘
「 嶋塾
蓼
失
ち
ρ
η

ノ
6
ワ

／∠

吊
ノ

　
　
　
プ
、

ス
。

糊
響

匙

見
守
り
ま
し
ょ
う
。

　
近
く
「
こ
と
ば
の
相
談
会
」
を
計
画
…

し
て
い
ま
す
。

　
こ
と
ば
に
関
し
て
困
っ
て
い
る
こ
…

と
、
治
し
て
も
ら
い
た
い
こ
と
ば
な
…

ど
遠
慮
な
く
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
連
絡
先
－
五
十
嵐
保
（
袋
町
西
）

　
　
　
　
　
魯
二
－
二
一
戸
＝
ハ
顧
菖
曾

　
　
　
　
　
文
・
会
長
　
羽
鳥
慎
一
…

ア
ソ
ヶ
ー
ト
」
の
結
果
等
か
ら
と
ら

え
、
さ
ら
に
将
来
の
十
日
町
市
の
教

育
は
ど
う
あ
る
ぺ
き
か
に
つ
い
て
、

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
翼
ソ
す
る
も

の
で
す
．

　
十
日
町
青
年
会
議
所
で
は
。
市
民

多
数
の
参
加
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す

　
と
き
　
七
月
二
十
日
（
土
）
午
後

六
時
　
と
こ
ろ
　
市
氏
会
館
大
ホ
ー
ル

　
講
師
　
苅
部
良
吉
氏
（
新
潟
県
教

育
セ
ン
タ
ー
）

　
　
…
．
紅
．
忘
．
額
な
く

…
七
月
は
固
定
資
産
税
第
二
期
㎜

…
の
納
期
で
す
。

　
寄
付
あ
り
が
と
う

社
会
福
祉
事
業

▽
島
田
久
蔵
（
本
町
五
）
香
典
返
し

－
…
五
万
円
　
▽
根
津
啓
三
（
学
校

町
一
）
香
典
返
し
…
…
十
万
円
　
▽

小
川
貞
男
（
五
軒
新
田
）
香
典
返
し

…
…
五
万
円
　
▽
越
村
新
次
（
新

座
）
…
…
二
万
円
▽
滝
文
工
業
㈱
附

属
寄
宿
舎
自
治
会
…
：
千
八
百
十
円

▽
内
藤
直
義
（
控
木
）
－
－
－
千
円

▽
阿
部
孝
作
（
東
京
）
…
…
二
万
円

購

鯵
盤

与

・
　
『
爵

層

触

墨市種鑑継
騨
十周

竃

闘
獺
醗
、
撮
麗
額
　
、
、
選
．

懸
欝
灘
灘

、
縄
蝿
灘
灘
簗
縄
螺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鑛

鴇
凌
　
　
　
　
　
　
慈
き
受
霧

　
　
　
　
　
　
　
　
　
蒙
灘
難
鱗

　
　
　
　
　
　
蔑
黛
　
　
灘

　
覇

　
　
　
　
　
ロ
モ
く
き

　
　
　
、
脚
臓
礁
繊

、憲齪簿

＿一　一糊猟榊”　鰍竃

騨

、灘灘職

懸　　ゴ

難嚢

藝
　
鱒
　
　
　
嚇

．．

ぎ
幅
　
だ

灘
ま

諺露難

獺

醸
艘
縫

鞠

　　　、・誉
．購鍛懸

睡謹謹驚騨
　
麟

　
　
　
　
曝

　輔ノ

贈
轡

懸
鋤
難
欄
．
r

欝

輔

舘
難

．
轟

灘
醗

＼膨、
曝
夢

轟

華
姦
、
黙壌　　　　粘穐脚

蕪轟欝

騒

纏

碑
＄〆護

鰯
秦

糀
　
、
轟

　
、
κ
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ー
二
月
二
十
五

日
、
飛
渡
踏
切
で

軽
自
動
車
が
列
車

に
接
触
し
運
転
者

死
亡
。

　
ー
三
月
二
十
叫

日
、
八
幡
田
踏
切

り
で
、
五
人
乗
り

乗
用
車
が
列
車
に

接
触
、
四
人
死
亡
、

重
傷
一
人
。

　
ー
七
月
九
日
、

中
条
病
院
前
か
ら

　
八
月
は
暑
い
日
が
多
く
、
ま
た
お
盆
や

お
祭
り
な
ど
で
気
も
ゆ
る
み
が
ち
に
な
る

た
め
、
交
通
事
故
が
め
だ
っ
て
多
く
な
り

ま
す
o

　
私
た
ち
は
、
人
の
命
の
尊
さ
を
考
え
、

市
民
ぐ
る
み
で
悲
惨
な
交
通
事
故
を
絶
減

さ
せ
よ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

藤田豊平（新保）さんは、3年前から下条地区の交通指導をやってい

ますが、地城の人たちから喜ばれています。　（7／21、下条本町で）

追
越
し
を
か
け
た
車
が
誤
っ
て
側
溝

に
転
落
一
人
死
亡
…
な
ど
交
通
事
故

で
尊
い
人
命
が
失
な
わ
れ
て
い
ま
す

　
さ
ら
に
、
夏
の
期
間
は
、
例
年
、

暑
さ
に
よ
る
気
の
ゆ
る
み
や
夏
休
み

に
よ
る
解
放
感
か
ら
、
子
ど
も
の
交

通
事
故
が
多
く
な
り
が
ち
で
す
．

　
交
通
事
故
は
、
人
災
で
す
か
ら
、

わ
た
し
た
ち
ひ
と
り
ひ
と
り
の
注
意

で
防
ぐ
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。

　
市
の
交
通
対
策
協
議
会
は
、
一
年

中
で
最
も
事
故
の
多
発
す
る
八
月
に

向
け
て
、
街
頭
指
導
、
夜
間
パ
ト
ロ

ー
ル
、
交
通
安
全
指
導
所
の
設
置
、

夏
休
み
中
の
こ
ど
も
、
母
親
ぐ
る
み

の
交
通
安
全
教
室
。
屋
外
映
写
会
の

開
催
、
交
通
安
全
施
設
の
点
検
と
増

設
等
を
進
め
ま
す
．

安
全
運
転
の
心
得

　
臓
暑
い
と
き
は
過
労
運
転
を
避
け

　
疲
れ
を
感
じ
た
ら
休
む
．

　
懸
ス
ピ
ー
ド
の
出
し
す
ぎ
、
む
り

　
な
追
い
越
し
を
し
な
い
。

　
鐘
死
亡
事
故
の
ト
ッ
ブ
、
酒
酔
い

　
運
転
を
や
め
よ
う
。

　
　
　
　
　
　
昨
年
の
水
口
会
鳩

轡
へ
の
願
い

　
運
転
者
に
お
願
い
が
あ
り
ま
す
。

●
　
　
　
　
　
　
　
「
幼
児
は
ふ
い
な

　
　
　
　
　
　
と
び
だ
し
」
を
す

　
　
　
　
　
　
る
こ
と
が
あ
り
ま

　
　
　
　
　
　
す
。

運
転
者
は
、
正
し
い
運
転
だ
け
で
な

く
、
こ
ど
も
や
老
人
を
交
通
事
故
か

ら
守
っ
て
あ
げ
よ
う
と
い
う
「
愛
情
」

が
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
上
村
昭
枝
（
土
市
）

歩
行
者
指
導
に
活
躍

　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
条
青
年
交
通
指
導
隊

●
　
　
　
　
　
　
大
熊
勇
二
隊
長

　
　
　
　
　
　
　
　
（
中
条
上
原
）

　
中
条
青
年
交
通
指
導
隊
は
、
昭
和

四
十
七
年
に
誕
生
し
ま
し
た
。

　
そ
の
当
時
、
中
条
地
内
は
死
亡
事

故
が
多
発
し
て
い
ま
し
た
。

　
中
条
地
区
の
青
年
有
志
十
人
は
．

自
分
達
の
手
で
、
い
た
ま
し
い
交
通

事
故
を
少
し
で
も
な
く
し
ょ
う
と
青

年
交
通
指
導
隊
を
結
成
。

　
メ
ン
バ
ー
は
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
が
ほ

と
ん
ど
で
す
の
で
、
交
通
指
導
は
早

朝
と
夜
間
に
集
中
。
歩
行
者
活
動
に

活
躍
し
て
い
ま
す
。

　
昨
年
の
夏
「
指
導
隊
の
歌
」
を
つ
く

り
、
盛
大
に
発
表
会
を
行
な
い
ま
し

た
。　
こ
の
よ
う
に
、
中
条
地
内
の
十
人

の
隊
員
は
、
交
通
事
故
ゼ
ロ
を
め
ざ

し
て
、
真
剣
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

と
し
も
「
市
民
と
市
長

　
　
　
の
会
」
を
予
定

　
　
昨
年
に
引
ぎ
続
き
こ
と
し
も
、
み

　
な
さ
ん
の
な
ま
の
声
を
市
長
が
聞

　
き
、
市
政
に
反
映
さ
せ
よ
う
と
「
市

　
民
と
市
長
の
会
」
を
八
月
中
に
開
く

　
こ
と
に
し
て
い
寮
す
。
地
域
の
問
題

　
や
生
活
に
密
着
し
た
間
題
な
ど
貴
重

　
な
意
見
、
要
望
が
出
さ
れ
る
も
の
と

　
期
待
さ
れ
ま
す
。

迄
　
　
　
　
　
ご
み
捨
τ
場
で
な
い
と

　
　
　
　
こ
ろ
に
ご
み
を
捨
て
て
い

蔑
…
が
あ
　
が

　
　
　
　
不
衛
生
な
の
で
防
止
す
る

法
は
な
い
で
し
ょ
う
か
1
寿
町
M
子

　
お
答
え

　
市
内
を
巡
回
し
て
み
る
と
、
と
こ

ろ
ど
こ
ろ
に
ご
み
が
捨
て
ら
れ
て
い

ま
す
。
市
で
は
、
立
札
を
た
て
て
不

衛
生
セ
ン
タ
ー
で
係
員
か

ら
説
明
を
聞
く
婦
人
た
ち

　
　
　
　
　
（
7
／
12
）

法
な
ご
み
の
投
棄
防
止
を
呼
び
か
け

て
い
ま
す
が
、
あ
と
を
た
ち
ま
せ

ん
．
不
法
投
棄
は
告
発
さ
れ
ま
す
か

ら
、
市
民
の
良
識
あ
る
行
動
を
お
願

い
し
ま
す
。

　
ご
み
は
、
定
め
ら
れ
た
日
に
、
定

め
ら
れ
た
場
所
に
出
し
て
く
だ
さ

い
。
　
　
　
　
　
（
市
役
所
環
境
課
）

｝
楽
し
か
っ
た
親
子

　
　
　
　
　
社
会
科
見
学

㎜
●
謹
鋤

　
ぼ
く
た
ち
は
、
市
役
所
、
工
業
団
㎜

…
地
、
宝
泉
寺
、
千
手
発
電
所
に
親
…

㎜
子
社
会
科
見
学
に
で
か
け
た
。

　
市
役
所
で
は
、
市
議
会
の
会
議
…

騰
磁
響
擁

…
み
る
も
の
ば
か
り
で
、
た
め
に
な
…

…
っ
た
。

「まちの施設を知る会」に参加して

　　　　　　わたしの乗ったバスは、衛生センター

⑤
　　　　　に到着。し尿の山や、ごみの山が次々と

　　　　　処理されるのは驚くばかりでした一。

　　　　　　燃えるごみ、燃えないごみの区別、水

　　　　　切りは十分に等、苦情めいたことを係員

和田悦　が話していましたが、これは・ごみの処
（中条上町）　理能率をあげるため、是非とも守らなけ

　48歳　　　ればならないと痛感しました。
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市
民
憲
薫
制
灘
轟
近
く

撫制

施
行
2
0
周
年
記
麟
に

　
十
日
町
市
は
、
市
制
二
十
周
年
記
念
と
し
て
十
日

町
公
園
の
着
手
、
市
民
憲
章
の
制
定
、
記
念
誌
の
発

行
、
市
の
木
、
市
の
花
の
無
償
配
布
な
ど
の
準
備
を

進
め
て
い
ま
す
。

　
す
で
に
記
念
植
樹
は
六
月
十
九
日
に
終
わ
り
、
自

動
車
文
庫
は
八
月
二
日
か
ら
市
内
を
走
り
ま
わ
っ
て

い
ま
す
。
そ
の
ほ
か
記
念
式
典
や
市
民
体
育
大
会
、

各
種
協
賛
行
事
な
ど
盛
り
だ
く
さ
ん
の
行
事
が
繰
り

ひ
ろ
げ
ら
れ
ま
す
。

く
　
　
　
　
　
く
っ
　
く

本
を
満
載

自
動
車
文
庫

撚

騨
鞭

謬、灘

辮

　
図
書
を
積
ん
だ
自
動
車
が
、
市
内

八
地
区
、
四
十
一
か
所
の
ス
テ
ー
シ

ョ
ソ
を
八
月
二
日
か
ら
、
き
ま
っ
た

曜
日
の
き
ま
っ
た
時
間
に
テ
ー
マ
音

楽
を
流
し
な
が
ら
図
書
の
貸
し
出
し

を
行
な
い
ま
す
。
　
（
表
紙
を
参
照
）

　
主
婦
や
老
人
向
け
の
も
の
、
児
童

図
書
な
ど
、
無
料
で
一
人
二
冊
ま
で

借
り
る
こ
と
が
で
き
ま
す
，

（3

，
車
名
は
覇
｝
だ
議
景
『

　
公
募
に
よ
り
、
自
動
車
文
庫
の
愛

称
は
「
こ
だ
ま
号
」
と
き
ま
り
ま
し

た
。

　
入
選
　
湯
浅
タ
ヵ
（
田
川
三
）
佳

作
大
熊
礼
子
（
本
町
六
の
一
）
斉

木
は
る
乃
（
北
鐙
坂
）
俵
山
政
枝

（
ニ
ッ
屋
）
村
山
昌
司
（
三
和
町
）

…
散
策
楽
し
い
公
園
に

　
（
仮
称
穰
ヶ
丘
公
園

…
に
着
手

　
市
の
マ
ス
タ
ー
ブ
ラ
ソ
と
し
て
、

約
二
十
五
診
に
及
ぶ
広
大
な
十
日
町

公
園
構
想
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
一

部
の
（
仮
称
）
桜
ケ
丘
公
園
約
三
診

の
造
成
工
事
に
着
手
。
　
（
三
力
年
計

画
）　
完
成
後
は
、
散
策
に
楽
し
い
公
園

に
な
る
こ
と
で
し
よ
う
。

記
念
誌
を
発
行

　
「
市
政
二
十
年
の
歩
み
」
「
写
真

で
み
る
十
日
町
市
二
十
年
」
等
の
編

集
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
合
併
当
初
（
二
十
九
年
）
か
ら
現

在
ま
で
の
写
真
や
資
料
を
お
貸
し
く

だ
さ
い
。
市
役
所
企
画
財
政
課
（
曾

七
－
三
一
一
一
番
）
へ
連
絡
く
だ
さ

れ
ば
す
ぐ
伺
い
ま
す
．

簿騨鑑腔の

一一調査
　　　　【亘1唖又・…15』

　　　　　　　　15：

間，あなたは本（マ

　　でいますか。

塑よ諭↓徽
人数　21　i79
砺厄冒σ

晩，も

　※全然読まないが20．i

　　い。興味がない。言1

　　にしたいことがあぞ
　　自動車文庫の効果力

間，余暇はどれく∈

　男　　4～5時艮

　女　　3～4時犀

間，余暇時間をどノ
　　いますか。（べ

男1　　　22．・5％テレ

　　　12．0％ドラ
　　h1．5％新聞

　勾2t8％テレ
　　i　　　19．0％身の
　　　16．8％新聞
　※目的を持って、計胆

　　いる人が少ない。

いが20．5％。理由はひまがな

ない。読むのがおつくう。他
とがあるので一・…Q

の効果が期待される「，

1れくらいもつているか
’5日寺間力f52％

’4時間が50％

1をどんなことに使って
》
。
（ ベスト3）
1テレビ、ラジオの視聴

1ドライブ
1新聞、読書等
1テレビ、ラジオの視聴

1身のまわりの整理
う新聞、読書等
て、計画的に時間をつかって
ない。

市
の
木
市
の
花
を

無
償
配
布

　
市
を
緑
と
花
で
い
ろ
ど
り
た
い
と

市
の
木
「
き
り
」
、
市
の
花
「
山
つ

つ
じ
」
の
苗
木
を
ど
ち
ら
か
一
本
各

家
庭
に
無
償
配
布
し
ま
す
。
す
で

に
、
市
政
事
務
嘱
託
員
を
通
じ
苗
木

希
望
を
と
り
ま
と
め
ま
し
た
が
十
一

月
上
旬
頃
、
苗
木
を
配
布
す
る
予
定

で
す
。

に
　
　
く
　
　
く
　
　
　
く
　
　
　
く

…
市
民
憲
章
を

㎝
記
念
式
典
に
発
表

　
明
る
く
住
み
よ
い
ま
ち
を
つ
く
る

に
は
、
な
に
よ
り
も
、
市
民
一
人
ひ

と
り
の
自
覚
が
大
切
。
こ
の
自
覚
と

決
意
を
憲
章
と
し
て
制
定
し
、
市
民

意
識
を
統
一
結
集
し
よ
う
と
市
で
は

市
民
憲
章
制
定
委
員
会
を
設
け
、
検

討
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
こ
の
ほ
ど

同
委
員
会
は
、
広
く
市
民
各
層
か
ら

英
知
を
集
め
る
た
め
、
市
民
憲
章
の

公
募
を
行
な
い
ま
し
た
が
、
二
百
四

十
点
も
の
応
募
が
あ
り
、
十
月
に
予

定
さ
れ
て
い
る
記
念
式
典
に
発
表
で

き
る
よ
う
に
準
備
を
進
め
て
い
ま
す

拶ケ締

i結果
歳～19歳の青年
1人。

ンガ除く）を読ん

盤舗不明
｝3112。
一→　　 　一 ＋

・一
3　 　20．5　1　13．2

市
制
二
十
周
年
記
念
文
化
講
演

会
は
、
森
繁
先
生
を
講
師
に
…
。

会
場
の
市
民
体
育
館
は
人
で
埋

め
つ
く
さ
れ
た
。
（
％
）

’詑念弍

換な10
月12β1

　
記
念
式
典
を
十
月
十
二
日
に
開
催

す
る
予
定
で
す
が
、
席
上
、
善
行
の

あ
っ
た
市
民
な
ど
を
表
彰
す
る
こ
と

に
し
て
い
ま
す
。

く
　
　
　
　
く

五
年
ぶ
り
に

　
く
　
　
く
　
　
く
　
　
く
　
　
く
　
　
　
く

市
民
体
育
大
会

　
い
ま
ま
で
、
都
合
で
中
止
さ
れ
て

い
た
市
民
体
育
大
会
を
九
月
一
日
十

高
グ
ラ
ウ
ソ
ド
で
開
く
予
定
で
す
。

（
雨
天
は
十
月
＋
日
に
順
延
）
旧
町

村
単
位
で
競
わ
れ
る
体
育
大
会
は
五

年
ぶ
り
の
こ
と
、
熱
戦
が
期
待
さ
れ

ま
す
。協
賛
行
事
も
・

　
小
唄
ま
つ
り
、
農
業
祭
な
ど
盛
り

だ
く
さ
ん
の
行
事
が
全
市
に
繰
り
ひ

ろ
げ
ら
れ
ま
す
。

　　　記念植樹
1∫長をはじめ、こども達も1本
1本心をこめて植えた。
　　　　　　　6／19南沢団地

小唄まつりも盛大に　6／5～6／6

ま
2
ひ
ろ
尼

声
鰯
夢

　
テ
ー
プ
コ
ー
ダ
ー
を
か
つ
い
で

ま
ち
を
歩
い
て
み
た
。

　
そ
の
声
は
…
…

※
青
年
団
活
動
の
低
滞
に
く
ら
ベ

グ
ル
ー
プ
、
サ
ー
ク
ル
活
動
が
盛

ん
に
な
っ
た
。
し
吻
し
グ
ル
ー
．
プ

活
動
も
継
続
し
て
活
動
す
る
こ
と

は
む
ず
か
し
い
。
青
年
た
ち
が
自

由
に
使
え
る
施
設
を
も
っ
と
つ
く

っ
て
、
名
実
と
も
に
若
者
の
ま
ち

に
し
て
ほ
し
い
o

　
　
　
（
二
十
五
歳
・
会
社
員
）

※
城
ケ
丘
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
ナ
イ
タ

ー
が
で
き
る
な
ん
て
、
本
当
に
ヒ

ツ
ト
0

　
こ
の
う
え
望
む
こ
と
は
、
誰
れ

で
も
気
軽
る
に
読
み
た
い
本
を
読

め
る
よ
う
、
図
書
館
の
本
を
ふ
や

し
て
Q

　
　
　
　
（
三
十
四
歳
・
商
業
）

※
言
語
障
害
児
に
行
政
の
力
を
期

待
し
ま
す
。

　
　
　
　
（
四
十
歳
・
自
由
業
）

※
こ
ど
も
た
ち
を
水
の
魔
の
手
か

ら
防
ぐ
に
は
、
人
工
呼
吸
の
ひ
と

つ
ぐ
ら
い
は
マ
ス
タ
ー
す
る
必
要

が
あ
る
の
で
は
i
。

　
　
（
四
十
五
歳
・
団
体
職
員
）

人
ロ
呼
吸
の
ひ
と
つ

　
　
　
　
　
ぐ
ら
い
は
：
…

　
人
口
呼
吸
法
は
数
多
く
あ
り
ま

す
が
、
一
般
に
活
用
さ
れ
て
い
る

の
が
呼
気
蘇
生
法
。

▲
方
法
ー
呼
気
を
口
か
ら
鼻
へ
、

口
か
ら
ロ
ヘ
吹
き
込
む
。

　
吹
き
込
む
回
数
は
一
分
間
に
大

人
一
〇
～
一
二
回
、
こ
ど
も
は
二

〇
回
ご
と
に
繰
り
か
え
す
。

　
い
ず
れ
に
し
て
も
、
こ
れ
を
行

な
う
に
は
熟
練
し
た
人
（
曾
一
一

九
番
）
が
処
置
し
て
く
れ
る
こ
と

が
望
ま
し
い
。

　
や
は
り
最
善
の
水
死
事
故
防
止

は
、
こ
ど
も
を
水
の
危
険
に
近
づ

け
な
い
こ
と
で
し
ょ
う
。
こ
ど
も

た
ち
に
万
全
の
心
く
ば
り
を
。

　
こ
の
気
持
ひ
と
つ
で
、
暑
い
夏

を
楽
し
く
す
ご
す
こ
と
が
で
き
る

の
で
す
o



q
O
略

辞お■（2）

夏
の
交
通
作
戦

（第3種郵便物認可）昭和49年8月10日
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5
る
動
夢
ぎ

溜徹廟4悲蜘

　
ー
二
月
二
十
五

日
、
飛
渡
踏
切
で

軽
自
動
車
が
列
車

に
接
触
し
運
転
者

死
亡
。

　
ー
三
月
二
十
叫

日
、
八
幡
田
踏
切

り
で
、
五
人
乗
り

乗
用
車
が
列
車
に

接
触
、
四
人
死
亡
、

重
傷
一
人
。

　
ー
七
月
九
日
、

中
条
病
院
前
か
ら

　
八
月
は
暑
い
日
が
多
く
、
ま
た
お
盆
や

お
祭
り
な
ど
で
気
も
ゆ
る
み
が
ち
に
な
る

た
め
、
交
通
事
故
が
め
だ
っ
て
多
く
な
り

ま
す
o

　
私
た
ち
は
、
人
の
命
の
尊
さ
を
考
え
、

市
民
ぐ
る
み
で
悲
惨
な
交
通
事
故
を
絶
減

さ
せ
よ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

藤田豊平（新保）さんは、3年前から下条地区の交通指導をやってい

ますが、地城の人たちから喜ばれています。　（7／21、下条本町で）

追
越
し
を
か
け
た
車
が
誤
っ
て
側
溝

に
転
落
一
人
死
亡
…
な
ど
交
通
事
故

で
尊
い
人
命
が
失
な
わ
れ
て
い
ま
す

　
さ
ら
に
、
夏
の
期
間
は
、
例
年
、

暑
さ
に
よ
る
気
の
ゆ
る
み
や
夏
休
み

に
よ
る
解
放
感
か
ら
、
子
ど
も
の
交

通
事
故
が
多
く
な
り
が
ち
で
す
．

　
交
通
事
故
は
、
人
災
で
す
か
ら
、

わ
た
し
た
ち
ひ
と
り
ひ
と
り
の
注
意

で
防
ぐ
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。

　
市
の
交
通
対
策
協
議
会
は
、
一
年

中
で
最
も
事
故
の
多
発
す
る
八
月
に

向
け
て
、
街
頭
指
導
、
夜
間
パ
ト
ロ

ー
ル
、
交
通
安
全
指
導
所
の
設
置
、

夏
休
み
中
の
こ
ど
も
、
母
親
ぐ
る
み

の
交
通
安
全
教
室
。
屋
外
映
写
会
の

開
催
、
交
通
安
全
施
設
の
点
検
と
増

設
等
を
進
め
ま
す
．

安
全
運
転
の
心
得

　
臓
暑
い
と
き
は
過
労
運
転
を
避
け

　
疲
れ
を
感
じ
た
ら
休
む
．

　
懸
ス
ピ
ー
ド
の
出
し
す
ぎ
、
む
り

　
な
追
い
越
し
を
し
な
い
。

　
鐘
死
亡
事
故
の
ト
ッ
ブ
、
酒
酔
い

　
運
転
を
や
め
よ
う
。

　
　
　
　
　
　
昨
年
の
水
口
会
鳩

轡
へ
の
願
い

　
運
転
者
に
お
願
い
が
あ
り
ま
す
。

●
　
　
　
　
　
　
　
「
幼
児
は
ふ
い
な

　
　
　
　
　
　
と
び
だ
し
」
を
す

　
　
　
　
　
　
る
こ
と
が
あ
り
ま

　
　
　
　
　
　
す
。

運
転
者
は
、
正
し
い
運
転
だ
け
で
な

く
、
こ
ど
も
や
老
人
を
交
通
事
故
か

ら
守
っ
て
あ
げ
よ
う
と
い
う
「
愛
情
」

が
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
上
村
昭
枝
（
土
市
）

歩
行
者
指
導
に
活
躍

　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
条
青
年
交
通
指
導
隊

●
　
　
　
　
　
　
大
熊
勇
二
隊
長

　
　
　
　
　
　
　
　
（
中
条
上
原
）

　
中
条
青
年
交
通
指
導
隊
は
、
昭
和

四
十
七
年
に
誕
生
し
ま
し
た
。

　
そ
の
当
時
、
中
条
地
内
は
死
亡
事

故
が
多
発
し
て
い
ま
し
た
。

　
中
条
地
区
の
青
年
有
志
十
人
は
．

自
分
達
の
手
で
、
い
た
ま
し
い
交
通

事
故
を
少
し
で
も
な
く
し
ょ
う
と
青

年
交
通
指
導
隊
を
結
成
。

　
メ
ン
バ
ー
は
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
が
ほ

と
ん
ど
で
す
の
で
、
交
通
指
導
は
早

朝
と
夜
間
に
集
中
。
歩
行
者
活
動
に

活
躍
し
て
い
ま
す
。

　
昨
年
の
夏
「
指
導
隊
の
歌
」
を
つ
く

り
、
盛
大
に
発
表
会
を
行
な
い
ま
し

た
。　
こ
の
よ
う
に
、
中
条
地
内
の
十
人

の
隊
員
は
、
交
通
事
故
ゼ
ロ
を
め
ざ

し
て
、
真
剣
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

と
し
も
「
市
民
と
市
長

　
　
　
の
会
」
を
予
定

　
　
昨
年
に
引
ぎ
続
き
こ
と
し
も
、
み

　
な
さ
ん
の
な
ま
の
声
を
市
長
が
聞

　
き
、
市
政
に
反
映
さ
せ
よ
う
と
「
市

　
民
と
市
長
の
会
」
を
八
月
中
に
開
く

　
こ
と
に
し
て
い
寮
す
。
地
域
の
問
題

　
や
生
活
に
密
着
し
た
間
題
な
ど
貴
重

　
な
意
見
、
要
望
が
出
さ
れ
る
も
の
と

　
期
待
さ
れ
ま
す
。

迄
　
　
　
　
　
ご
み
捨
τ
場
で
な
い
と

　
　
　
　
こ
ろ
に
ご
み
を
捨
て
て
い

蔑
…
が
あ
　
が

　
　
　
　
不
衛
生
な
の
で
防
止
す
る

法
は
な
い
で
し
ょ
う
か
1
寿
町
M
子

　
お
答
え

　
市
内
を
巡
回
し
て
み
る
と
、
と
こ

ろ
ど
こ
ろ
に
ご
み
が
捨
て
ら
れ
て
い

ま
す
。
市
で
は
、
立
札
を
た
て
て
不

衛
生
セ
ン
タ
ー
で
係
員
か

ら
説
明
を
聞
く
婦
人
た
ち

　
　
　
　
　
（
7
／
12
）

法
な
ご
み
の
投
棄
防
止
を
呼
び
か
け

て
い
ま
す
が
、
あ
と
を
た
ち
ま
せ

ん
．
不
法
投
棄
は
告
発
さ
れ
ま
す
か

ら
、
市
民
の
良
識
あ
る
行
動
を
お
願

い
し
ま
す
。

　
ご
み
は
、
定
め
ら
れ
た
日
に
、
定

め
ら
れ
た
場
所
に
出
し
て
く
だ
さ

い
。
　
　
　
　
　
（
市
役
所
環
境
課
）

｝
楽
し
か
っ
た
親
子

　
　
　
　
　
社
会
科
見
学

㎜
●
謹
鋤

　
ぼ
く
た
ち
は
、
市
役
所
、
工
業
団
㎜

…
地
、
宝
泉
寺
、
千
手
発
電
所
に
親
…

㎜
子
社
会
科
見
学
に
で
か
け
た
。

　
市
役
所
で
は
、
市
議
会
の
会
議
…

騰
磁
響
擁

…
み
る
も
の
ば
か
り
で
、
た
め
に
な
…

…
っ
た
。

「まちの施設を知る会」に参加して

　　　　　　わたしの乗ったバスは、衛生センター

⑤
　　　　　に到着。し尿の山や、ごみの山が次々と

　　　　　処理されるのは驚くばかりでした一。

　　　　　　燃えるごみ、燃えないごみの区別、水

　　　　　切りは十分に等、苦情めいたことを係員

和田悦　が話していましたが、これは・ごみの処
（中条上町）　理能率をあげるため、是非とも守らなけ

　48歳　　　ればならないと痛感しました。
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市
民
憲
薫
制
灘
轟
近
く

撫制

施
行
2
0
周
年
記
麟
に

　
十
日
町
市
は
、
市
制
二
十
周
年
記
念
と
し
て
十
日

町
公
園
の
着
手
、
市
民
憲
章
の
制
定
、
記
念
誌
の
発

行
、
市
の
木
、
市
の
花
の
無
償
配
布
な
ど
の
準
備
を

進
め
て
い
ま
す
。

　
す
で
に
記
念
植
樹
は
六
月
十
九
日
に
終
わ
り
、
自

動
車
文
庫
は
八
月
二
日
か
ら
市
内
を
走
り
ま
わ
っ
て

い
ま
す
。
そ
の
ほ
か
記
念
式
典
や
市
民
体
育
大
会
、

各
種
協
賛
行
事
な
ど
盛
り
だ
く
さ
ん
の
行
事
が
繰
り

ひ
ろ
げ
ら
れ
ま
す
。

く
　
　
　
　
　
く
っ
　
く

本
を
満
載

自
動
車
文
庫

撚

騨
鞭

謬、灘

辮

　
図
書
を
積
ん
だ
自
動
車
が
、
市
内

八
地
区
、
四
十
一
か
所
の
ス
テ
ー
シ

ョ
ソ
を
八
月
二
日
か
ら
、
き
ま
っ
た

曜
日
の
き
ま
っ
た
時
間
に
テ
ー
マ
音

楽
を
流
し
な
が
ら
図
書
の
貸
し
出
し

を
行
な
い
ま
す
。
　
（
表
紙
を
参
照
）

　
主
婦
や
老
人
向
け
の
も
の
、
児
童

図
書
な
ど
、
無
料
で
一
人
二
冊
ま
で

借
り
る
こ
と
が
で
き
ま
す
，

（3

，
車
名
は
覇
｝
だ
議
景
『

　
公
募
に
よ
り
、
自
動
車
文
庫
の
愛

称
は
「
こ
だ
ま
号
」
と
き
ま
り
ま
し

た
。

　
入
選
　
湯
浅
タ
ヵ
（
田
川
三
）
佳

作
大
熊
礼
子
（
本
町
六
の
一
）
斉

木
は
る
乃
（
北
鐙
坂
）
俵
山
政
枝

（
ニ
ッ
屋
）
村
山
昌
司
（
三
和
町
）

…
散
策
楽
し
い
公
園
に

　
（
仮
称
穰
ヶ
丘
公
園

…
に
着
手

　
市
の
マ
ス
タ
ー
ブ
ラ
ソ
と
し
て
、

約
二
十
五
診
に
及
ぶ
広
大
な
十
日
町

公
園
構
想
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
一

部
の
（
仮
称
）
桜
ケ
丘
公
園
約
三
診

の
造
成
工
事
に
着
手
。
　
（
三
力
年
計

画
）　
完
成
後
は
、
散
策
に
楽
し
い
公
園

に
な
る
こ
と
で
し
よ
う
。

記
念
誌
を
発
行

　
「
市
政
二
十
年
の
歩
み
」
「
写
真

で
み
る
十
日
町
市
二
十
年
」
等
の
編

集
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
合
併
当
初
（
二
十
九
年
）
か
ら
現

在
ま
で
の
写
真
や
資
料
を
お
貸
し
く

だ
さ
い
。
市
役
所
企
画
財
政
課
（
曾

七
－
三
一
一
一
番
）
へ
連
絡
く
だ
さ

れ
ば
す
ぐ
伺
い
ま
す
．

簿騨鑑腔の

一一調査
　　　　【亘1唖又・…15』

　　　　　　　　15：

間，あなたは本（マ

　　でいますか。

塑よ諭↓徽
人数　21　i79
砺厄冒σ

晩，も

　※全然読まないが20．i

　　い。興味がない。言1

　　にしたいことがあぞ
　　自動車文庫の効果力

間，余暇はどれく∈

　男　　4～5時艮

　女　　3～4時犀

間，余暇時間をどノ
　　いますか。（べ

男1　　　22．・5％テレ

　　　12．0％ドラ
　　h1．5％新聞

　勾2t8％テレ
　　i　　　19．0％身の
　　　16．8％新聞
　※目的を持って、計胆

　　いる人が少ない。

いが20．5％。理由はひまがな

ない。読むのがおつくう。他
とがあるので一・…Q

の効果が期待される「，

1れくらいもつているか
’5日寺間力f52％

’4時間が50％

1をどんなことに使って
》
。
（ ベスト3）
1テレビ、ラジオの視聴

1ドライブ
1新聞、読書等
1テレビ、ラジオの視聴

1身のまわりの整理
う新聞、読書等
て、計画的に時間をつかって
ない。

市
の
木
市
の
花
を

無
償
配
布

　
市
を
緑
と
花
で
い
ろ
ど
り
た
い
と

市
の
木
「
き
り
」
、
市
の
花
「
山
つ

つ
じ
」
の
苗
木
を
ど
ち
ら
か
一
本
各

家
庭
に
無
償
配
布
し
ま
す
。
す
で

に
、
市
政
事
務
嘱
託
員
を
通
じ
苗
木

希
望
を
と
り
ま
と
め
ま
し
た
が
十
一

月
上
旬
頃
、
苗
木
を
配
布
す
る
予
定

で
す
。

に
　
　
く
　
　
く
　
　
　
く
　
　
　
く

…
市
民
憲
章
を

㎝
記
念
式
典
に
発
表

　
明
る
く
住
み
よ
い
ま
ち
を
つ
く
る

に
は
、
な
に
よ
り
も
、
市
民
一
人
ひ

と
り
の
自
覚
が
大
切
。
こ
の
自
覚
と

決
意
を
憲
章
と
し
て
制
定
し
、
市
民

意
識
を
統
一
結
集
し
よ
う
と
市
で
は

市
民
憲
章
制
定
委
員
会
を
設
け
、
検

討
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
こ
の
ほ
ど

同
委
員
会
は
、
広
く
市
民
各
層
か
ら

英
知
を
集
め
る
た
め
、
市
民
憲
章
の

公
募
を
行
な
い
ま
し
た
が
、
二
百
四

十
点
も
の
応
募
が
あ
り
、
十
月
に
予

定
さ
れ
て
い
る
記
念
式
典
に
発
表
で

き
る
よ
う
に
準
備
を
進
め
て
い
ま
す

拶ケ締

i結果
歳～19歳の青年
1人。

ンガ除く）を読ん

盤舗不明
｝3112。
一→　　 　一 ＋

・一
3　 　20．5　1　13．2

市
制
二
十
周
年
記
念
文
化
講
演

会
は
、
森
繁
先
生
を
講
師
に
…
。

会
場
の
市
民
体
育
館
は
人
で
埋

め
つ
く
さ
れ
た
。
（
％
）

’詑念弍

換な10
月12β1

　
記
念
式
典
を
十
月
十
二
日
に
開
催

す
る
予
定
で
す
が
、
席
上
、
善
行
の

あ
っ
た
市
民
な
ど
を
表
彰
す
る
こ
と

に
し
て
い
ま
す
。

く
　
　
　
　
く

五
年
ぶ
り
に

　
く
　
　
く
　
　
く
　
　
く
　
　
く
　
　
　
く

市
民
体
育
大
会

　
い
ま
ま
で
、
都
合
で
中
止
さ
れ
て

い
た
市
民
体
育
大
会
を
九
月
一
日
十

高
グ
ラ
ウ
ソ
ド
で
開
く
予
定
で
す
。

（
雨
天
は
十
月
＋
日
に
順
延
）
旧
町

村
単
位
で
競
わ
れ
る
体
育
大
会
は
五

年
ぶ
り
の
こ
と
、
熱
戦
が
期
待
さ
れ

ま
す
。協
賛
行
事
も
・

　
小
唄
ま
つ
り
、
農
業
祭
な
ど
盛
り

だ
く
さ
ん
の
行
事
が
全
市
に
繰
り
ひ

ろ
げ
ら
れ
ま
す
。

　　　記念植樹
1∫長をはじめ、こども達も1本
1本心をこめて植えた。
　　　　　　　6／19南沢団地

小唄まつりも盛大に　6／5～6／6

ま
2
ひ
ろ
尼

声
鰯
夢

　
テ
ー
プ
コ
ー
ダ
ー
を
か
つ
い
で

ま
ち
を
歩
い
て
み
た
。

　
そ
の
声
は
…
…

※
青
年
団
活
動
の
低
滞
に
く
ら
ベ

グ
ル
ー
プ
、
サ
ー
ク
ル
活
動
が
盛

ん
に
な
っ
た
。
し
吻
し
グ
ル
ー
．
プ

活
動
も
継
続
し
て
活
動
す
る
こ
と

は
む
ず
か
し
い
。
青
年
た
ち
が
自

由
に
使
え
る
施
設
を
も
っ
と
つ
く

っ
て
、
名
実
と
も
に
若
者
の
ま
ち

に
し
て
ほ
し
い
o

　
　
　
（
二
十
五
歳
・
会
社
員
）

※
城
ケ
丘
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
ナ
イ
タ

ー
が
で
き
る
な
ん
て
、
本
当
に
ヒ

ツ
ト
0

　
こ
の
う
え
望
む
こ
と
は
、
誰
れ

で
も
気
軽
る
に
読
み
た
い
本
を
読

め
る
よ
う
、
図
書
館
の
本
を
ふ
や

し
て
Q

　
　
　
　
（
三
十
四
歳
・
商
業
）

※
言
語
障
害
児
に
行
政
の
力
を
期

待
し
ま
す
。

　
　
　
　
（
四
十
歳
・
自
由
業
）

※
こ
ど
も
た
ち
を
水
の
魔
の
手
か

ら
防
ぐ
に
は
、
人
工
呼
吸
の
ひ
と

つ
ぐ
ら
い
は
マ
ス
タ
ー
す
る
必
要

が
あ
る
の
で
は
i
。

　
　
（
四
十
五
歳
・
団
体
職
員
）

人
ロ
呼
吸
の
ひ
と
つ

　
　
　
　
　
ぐ
ら
い
は
：
…

　
人
口
呼
吸
法
は
数
多
く
あ
り
ま

す
が
、
一
般
に
活
用
さ
れ
て
い
る

の
が
呼
気
蘇
生
法
。

▲
方
法
ー
呼
気
を
口
か
ら
鼻
へ
、

口
か
ら
ロ
ヘ
吹
き
込
む
。

　
吹
き
込
む
回
数
は
一
分
間
に
大

人
一
〇
～
一
二
回
、
こ
ど
も
は
二

〇
回
ご
と
に
繰
り
か
え
す
。

　
い
ず
れ
に
し
て
も
、
こ
れ
を
行

な
う
に
は
熟
練
し
た
人
（
曾
一
一

九
番
）
が
処
置
し
て
く
れ
る
こ
と

が
望
ま
し
い
。

　
や
は
り
最
善
の
水
死
事
故
防
止

は
、
こ
ど
も
を
水
の
危
険
に
近
づ

け
な
い
こ
と
で
し
ょ
う
。
こ
ど
も

た
ち
に
万
全
の
心
く
ば
り
を
。

　
こ
の
気
持
ひ
と
つ
で
、
暑
い
夏

を
楽
し
く
す
ご
す
こ
と
が
で
き
る

の
で
す
o
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ぜ

、
＠
一

／乖
の意
見

　
十
日
町
、
中
条
、
川
治
、
六
箇
の
四
か
町
村

が
合
併
し
て
新
生
「
十
日
町
市
」
が
生
ま
れ
た

の
は
、
い
ま
か
ら
二
十
年
前
の
昭
和
二
十
九

年
三
月
三
十
一
日
。
そ
の
後
、
吉
田
、
下
条
、
水

沢
が
合
併
し
、
現
在
の
十
日
町
市
が
で
き
た

わ
け
で
す
、

　
そ
の
二
十
年
間
、
わ
た
し
た
ち
の
周
囲
は

大
き
く
変
動
、

　
ま
た
、
こ
れ
か
ら
の
道
も
長
く
け
わ
し
い

も
の
が
あ
る
と
い
え
ま
し
ょ
う
。

　
そ
こ
で
、
五
氏
を
選
ん
で
バ
市
制
二
十
年
軒

を
か
み
し
め
て
も
ら
い
ま
し
た
、

　
自
然
の
観
察
園

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
田
村
　
佳
（
昭
和
町
一
）
4
4
歳

　
緑
の
山
波
を
背
無
に
十
日
町
小
学
校
の
校
舎
が
ど
っ
し
り
と
構
え

る
城
力
丘
は
　
澄
ん
だ
空
気
が
四
季
折
々
の
う
た
を
か
な
で
、
子
ど

　
　
　
　
　
　
　
も
た
ち
の
か
ん
高
い
声
が
こ
だ
ま
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
ち
の
騒
音
も
届
か
ず
、
夏
は
自
然
の
観

　
　
　
　
　
　
　
察
園
と
し
て
、
冬
は
ま
た
全
山
ス
キ
！
場
と
化

　
　
　
　
　
　
　
し
、
ま
さ
に
子
ど
も
の
た
め
の
世
界
で
あ
る
。

　
う
な
ぎ
の
ね
ど
こ
よ
ろ
し
く
古
い
木
造
校
舎
が
段
違
い
に
連
ら
な

っ
て
い
た
諏
訪
神
社
下
か
ら
現
在
の
場
所
に
移
転
を
決
意
な
さ
っ
た

当
局
の
先
見
の
明
に
、
今
さ
ら
感
じ
入
っ
て
い
る
。

　
心
お
き
な
く
働
け
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
滝
沢
れ
い
子
（
学
袴
町
）
30
歳

十
日
町
保
育
所
に
つ
づ
い
て
、
続
々
各
地
に
保
育
所
が
建
設
さ
れ
、

働
く
母
親
は
安
心
し
て
勤
め
る
こ
と
が
で
き
る
．

す
。
．
働
く
母
親
や
、

家
庭
に
と
っ
て
保
育
所
が
ど
ん
な
に
大
き
な
支
え
と
な
っ
て
い
る
こ

と
で
し
よ
う
。
現
在
、
市
内
の
保
育
所
は
公
立
六
つ
・
へ
き
地
・
私

立
保
育
所
を
あ
わ
せ
て
十
六
も
あ
る
そ
う
で
す
が
、
ま
だ
ま
だ
必
要

だ
と
思
い
ま
す
。
保
育
所
の
増
設
と
施
設
の
充
実
を
望
み
ま
す
．

保
育
所
の
一
日
は
、
い
た
わ
り
の
暖
か
い
心
で

接
し
て
く
れ
る
保
母
さ
ん
に
見
守
ら
れ
、
大
ぜ

い
の
友
達
と
す
ご
ず
集
団
生
活
で
す
が
、
こ
ど

も
に
と
っ
て
大
き
な
ブ
ラ
ス
に
な
る
と
思
い
ま

一
日
こ
ど
も
と
共
に
す
ご
す
こ
と
の
出
来
な
い

精
神
文
化
が
お
る
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
栗
林
静
枝
（
北
鐙
坂
）
5
5
歳

市
制
ニ
セ
年
の
星
霜
を
迎
え
て
心
か
ら
祝
福
い
た
し
ま
す
．
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ことしの成人者は、まちと同じ年。

　一すこやかな成長ぷりだ一
市政事務嘱託員会議
　　　　これら協力者のおかげで市政は順調
　　　　にすすんでいる。

手をたずさえて20年
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　灘　　　　　　　　　　　　　　　　　鰹　　　　　　　　　　　　　糞　　　　　　　　　　　護　　　　　　　　み　　　　　離　　真写
　舗装、上水道工事、集中豪雨と新生「十日町市」

は試練を乗りこえ、地歩を固めていった。あれか

ら20年、市民が手をたずさえ、すすんできた足跡

を写真で断片的にふりかえってみた。

昭
和
29
年
合
併
を
祝
つ
て
町
内
を

　
　
　
　
パ
レ
ー
ド

く上＞昭和32年　上水道完成
く下〉昭和31年　飯山線デーゼルカー運転

（第3種郵便物認可）昭和49年8月10日と誘ゴ『夢3（5）

は
、
生
活
が
豊
か
に
な
っ
た
反
面
、

あ
り
ま
す
。

　
こ
の
へ
ん
で
、
い
き
す
ぎ
た
物
質
文
化
を
反
省
し
、
精
神
文
化
へ

と
ス
イ
ッ
チ
の
切
り
替
え
が
必
要
な
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
か
え
り
み
れ
ば
、
戦
争
の
混
乱
時
代
か
ら
、

私
達
は
長
い
耐
乏
生
活
の
体
験
に
よ
り
、
物
心

両
面
に
わ
た
り
、
差
の
大
切
さ
を
深
く
か
み
し

め
な
が
ら
、
今
日
に
い
た
り
ま
し
た
。
現
在

　
　
　
　
　
物
へ
の
愛
着
心
が
失
わ
れ
つ
つ

大
人
の
仲
間
入
り

　
　
　
　
　
　
　
福
島
昌
子
（
本
町
六
の
二
）

十
日
町
市
は
、
市
制
施
行
二
十
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

人
に
た
と
え
て
い
う
な
ら
、
わ
た
ー
と
同
じ
く
、
つ
い
に

20
歳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
大
人

の
仲
間
入
り
」
と
い
う
こ
と
で
し
よ
う
か
。

五
十
年
代
へ
向
か
っ
て
期
待
さ
れ
る
ま
ち
に
な

る
わ
け
で
す
。
わ
た
し
の
ふ
る
さ
と
は
、
ど
こ

と
な
く
風
情
が
残
っ
て
お
り
、
や
っ
ば
り
こ
こ

が
好
き
で
す
。

　
「
住
み
よ
い
ま
ち
」
と
い
え
る
よ
う
是
非
と
も
良
い
と
こ
ろ
を
残

し
て
お
い
て
欲
し
い
。
さ
ら
に
欲
を
い
わ
せ
て
も
ら
う
な
ら
、
活
気

あ
る
産
業
都
市
、
豊
か
な
農
業
都
市
、
そ
し
て
明
る
い
市
民
総
ぐ
る

み
の
文
化
都
市
と
し
て
の
発
展
を
願
い
ま
す
。
わ
た
し
も
、
一
市
民

と
し
て
協
力
し
ま
す
。

　
　
市
民
と
歩
む
織
物
産
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
根
津
春
雄
（
稲
荷
町
二
）
菊
歳

　
昭
和
二
＋
九
年
、
近
代
都
市
づ
く
り
を
目
指
し
て
発
足
し
た
十
目

町
市
。
二
十
周
年
を
迎
え
て
、
そ
の
発
展
ぶ
り
と
、
益
々
飛
躍
す
る

　
　
　
　
　
　
　
要
素
を
も
っ
て
い
る
郷
土
の
姿
は
全
／
喜
ば
し

，
勲
瀞
欝
鱗
難
縫
離

　
　
　
　
　
　
　
施
行
当
時
の
織
物
出
荷
額
は
、
今
や
二
十
、
倍

　
　
　
　
』

に
も
達
す
る
発
展
を
み
て
い
る
。

　
地
域
住
民
の
一
体
と
な
っ
た
織
物
に
傾
け
る
情
熱
と
、
行
政
の
指

導
育
成
が
あ
っ
た
こ
と
が
、
今
H
の
繁
栄
に
大
き
な
礎
と
な
っ
て
い

る
。
日
本
経
済
の
転
換
期
に
あ
る
今
日
、
前
途
に
き
び
し
い
も
の
が

あ
る
が
、
市
民
と
共
に
歩
む
伝
統
産
業
を
、
さ
ら
に
盛
り
た
て
て
い

き
た
い
も
の
で
あ
る
。
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昭
和
39
年
衛
生
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
運
転
開
始

昭和34年　吉田で考古発掘調査、
縄文後期の住居跡を発見（小坂遺跡）

昭
和
39
年
市
制
施
行
怜
周
年

　
　
　
　
　
　
　
記
念
式
典

昭和34年中山龍次氏（初代市長

名誉市民1号に決定

滋卜＿…一一一一糀一澱

欝

禁運辮辮

昭和36年第2室戸台風襲う、死傷者7名昭和42年勤労青少年ホーム完成

く上〉昭和46年国道253号線（十日町～六日町）開通

く下〉昭和49年改良工事が急ピッチに進められてい
　　　　　　る国道252号線
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ぜ

、
＠
一

／乖
の意
見

　
十
日
町
、
中
条
、
川
治
、
六
箇
の
四
か
町
村

が
合
併
し
て
新
生
「
十
日
町
市
」
が
生
ま
れ
た

の
は
、
い
ま
か
ら
二
十
年
前
の
昭
和
二
十
九

年
三
月
三
十
一
日
。
そ
の
後
、
吉
田
、
下
条
、
水

沢
が
合
併
し
、
現
在
の
十
日
町
市
が
で
き
た

わ
け
で
す
、

　
そ
の
二
十
年
間
、
わ
た
し
た
ち
の
周
囲
は

大
き
く
変
動
、

　
ま
た
、
こ
れ
か
ら
の
道
も
長
く
け
わ
し
い

も
の
が
あ
る
と
い
え
ま
し
ょ
う
。

　
そ
こ
で
、
五
氏
を
選
ん
で
バ
市
制
二
十
年
軒

を
か
み
し
め
て
も
ら
い
ま
し
た
、

　
自
然
の
観
察
園

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
田
村
　
佳
（
昭
和
町
一
）
4
4
歳

　
緑
の
山
波
を
背
無
に
十
日
町
小
学
校
の
校
舎
が
ど
っ
し
り
と
構
え

る
城
力
丘
は
　
澄
ん
だ
空
気
が
四
季
折
々
の
う
た
を
か
な
で
、
子
ど

　
　
　
　
　
　
　
も
た
ち
の
か
ん
高
い
声
が
こ
だ
ま
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
ち
の
騒
音
も
届
か
ず
、
夏
は
自
然
の
観

　
　
　
　
　
　
　
察
園
と
し
て
、
冬
は
ま
た
全
山
ス
キ
！
場
と
化

　
　
　
　
　
　
　
し
、
ま
さ
に
子
ど
も
の
た
め
の
世
界
で
あ
る
。

　
う
な
ぎ
の
ね
ど
こ
よ
ろ
し
く
古
い
木
造
校
舎
が
段
違
い
に
連
ら
な

っ
て
い
た
諏
訪
神
社
下
か
ら
現
在
の
場
所
に
移
転
を
決
意
な
さ
っ
た

当
局
の
先
見
の
明
に
、
今
さ
ら
感
じ
入
っ
て
い
る
。

　
心
お
き
な
く
働
け
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
滝
沢
れ
い
子
（
学
袴
町
）
30
歳

十
日
町
保
育
所
に
つ
づ
い
て
、
続
々
各
地
に
保
育
所
が
建
設
さ
れ
、

働
く
母
親
は
安
心
し
て
勤
め
る
こ
と
が
で
き
る
．

す
。
．
働
く
母
親
や
、

家
庭
に
と
っ
て
保
育
所
が
ど
ん
な
に
大
き
な
支
え
と
な
っ
て
い
る
こ

と
で
し
よ
う
。
現
在
、
市
内
の
保
育
所
は
公
立
六
つ
・
へ
き
地
・
私

立
保
育
所
を
あ
わ
せ
て
十
六
も
あ
る
そ
う
で
す
が
、
ま
だ
ま
だ
必
要

だ
と
思
い
ま
す
。
保
育
所
の
増
設
と
施
設
の
充
実
を
望
み
ま
す
．

保
育
所
の
一
日
は
、
い
た
わ
り
の
暖
か
い
心
で

接
し
て
く
れ
る
保
母
さ
ん
に
見
守
ら
れ
、
大
ぜ

い
の
友
達
と
す
ご
ず
集
団
生
活
で
す
が
、
こ
ど

も
に
と
っ
て
大
き
な
ブ
ラ
ス
に
な
る
と
思
い
ま

一
日
こ
ど
も
と
共
に
す
ご
す
こ
と
の
出
来
な
い

精
神
文
化
が
お
る
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
栗
林
静
枝
（
北
鐙
坂
）
5
5
歳

市
制
ニ
セ
年
の
星
霜
を
迎
え
て
心
か
ら
祝
福
い
た
し
ま
す
．
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ことしの成人者は、まちと同じ年。

　一すこやかな成長ぷりだ一
市政事務嘱託員会議
　　　　これら協力者のおかげで市政は順調
　　　　にすすんでいる。

手をたずさえて20年
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　灘　　　　　　　　　　　　　　　　　鰹　　　　　　　　　　　　　糞　　　　　　　　　　　護　　　　　　　　み　　　　　離　　真写
　舗装、上水道工事、集中豪雨と新生「十日町市」

は試練を乗りこえ、地歩を固めていった。あれか

ら20年、市民が手をたずさえ、すすんできた足跡

を写真で断片的にふりかえってみた。

昭
和
29
年
合
併
を
祝
つ
て
町
内
を

　
　
　
　
パ
レ
ー
ド

く上＞昭和32年　上水道完成
く下〉昭和31年　飯山線デーゼルカー運転

（第3種郵便物認可）昭和49年8月10日と誘ゴ『夢3（5）

は
、
生
活
が
豊
か
に
な
っ
た
反
面
、

あ
り
ま
す
。

　
こ
の
へ
ん
で
、
い
き
す
ぎ
た
物
質
文
化
を
反
省
し
、
精
神
文
化
へ

と
ス
イ
ッ
チ
の
切
り
替
え
が
必
要
な
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
か
え
り
み
れ
ば
、
戦
争
の
混
乱
時
代
か
ら
、

私
達
は
長
い
耐
乏
生
活
の
体
験
に
よ
り
、
物
心

両
面
に
わ
た
り
、
差
の
大
切
さ
を
深
く
か
み
し

め
な
が
ら
、
今
日
に
い
た
り
ま
し
た
。
現
在

　
　
　
　
　
物
へ
の
愛
着
心
が
失
わ
れ
つ
つ

大
人
の
仲
間
入
り

　
　
　
　
　
　
　
福
島
昌
子
（
本
町
六
の
二
）

十
日
町
市
は
、
市
制
施
行
二
十
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

人
に
た
と
え
て
い
う
な
ら
、
わ
た
ー
と
同
じ
く
、
つ
い
に

20
歳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
大
人

の
仲
間
入
り
」
と
い
う
こ
と
で
し
よ
う
か
。

五
十
年
代
へ
向
か
っ
て
期
待
さ
れ
る
ま
ち
に
な

る
わ
け
で
す
。
わ
た
し
の
ふ
る
さ
と
は
、
ど
こ

と
な
く
風
情
が
残
っ
て
お
り
、
や
っ
ば
り
こ
こ

が
好
き
で
す
。

　
「
住
み
よ
い
ま
ち
」
と
い
え
る
よ
う
是
非
と
も
良
い
と
こ
ろ
を
残

し
て
お
い
て
欲
し
い
。
さ
ら
に
欲
を
い
わ
せ
て
も
ら
う
な
ら
、
活
気

あ
る
産
業
都
市
、
豊
か
な
農
業
都
市
、
そ
し
て
明
る
い
市
民
総
ぐ
る

み
の
文
化
都
市
と
し
て
の
発
展
を
願
い
ま
す
。
わ
た
し
も
、
一
市
民

と
し
て
協
力
し
ま
す
。

　
　
市
民
と
歩
む
織
物
産
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
根
津
春
雄
（
稲
荷
町
二
）
菊
歳

　
昭
和
二
＋
九
年
、
近
代
都
市
づ
く
り
を
目
指
し
て
発
足
し
た
十
目

町
市
。
二
十
周
年
を
迎
え
て
、
そ
の
発
展
ぶ
り
と
、
益
々
飛
躍
す
る

　
　
　
　
　
　
　
要
素
を
も
っ
て
い
る
郷
土
の
姿
は
全
／
喜
ば
し

，
勲
瀞
欝
鱗
難
縫
離

　
　
　
　
　
　
　
施
行
当
時
の
織
物
出
荷
額
は
、
今
や
二
十
、
倍

　
　
　
　
』

に
も
達
す
る
発
展
を
み
て
い
る
。

　
地
域
住
民
の
一
体
と
な
っ
た
織
物
に
傾
け
る
情
熱
と
、
行
政
の
指

導
育
成
が
あ
っ
た
こ
と
が
、
今
H
の
繁
栄
に
大
き
な
礎
と
な
っ
て
い

る
。
日
本
経
済
の
転
換
期
に
あ
る
今
日
、
前
途
に
き
び
し
い
も
の
が

あ
る
が
、
市
民
と
共
に
歩
む
伝
統
産
業
を
、
さ
ら
に
盛
り
た
て
て
い

き
た
い
も
の
で
あ
る
。
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昭
和
39
年
衛
生
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
運
転
開
始

昭和34年　吉田で考古発掘調査、
縄文後期の住居跡を発見（小坂遺跡）

昭
和
39
年
市
制
施
行
怜
周
年

　
　
　
　
　
　
　
記
念
式
典

昭和34年中山龍次氏（初代市長

名誉市民1号に決定

滋卜＿…一一一一糀一澱

欝

禁運辮辮

昭和36年第2室戸台風襲う、死傷者7名昭和42年勤労青少年ホーム完成

く上〉昭和46年国道253号線（十日町～六日町）開通

く下〉昭和49年改良工事が急ピッチに進められてい
　　　　　　る国道252号線
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馨
諏
〆
潔

嫉んこ蕩騰氣を繋嫉蕎楽撫纏無厩愈

ぞ灘懸蔓休激響檸馨噸激攣笏

役所の市報の係に手紙か縮で聞きま1…×朝のうちに毎日少しず…　　あそんだ彰∫舳な

し論住所＋日町市　ナ3ii☆1妻ll難コ懲鋲鍋醐ま

擁騨野i譲磁融講＠

齢融・慰爆ぬ．　ノ望
　　　飼　　こんでくれるでしょう。　　（（
　　　　　　　　　　　　　　ト　　ロロじ　　　　　　　　　・墾誘黛を薄）oり
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第1次（農業）
　　　　12，676人　　　　　　　　　8，310人

第2次（工業）
　　　　6，687人　　　　　　　　12，823人

第3次（商業）
　　　　4，859人　　　　　　　　　7，840人

十日町市が発足して20年・…

当時ゼロだった水道は、いま

では全市の82．5％に普及し、

小型ポンプも6台から108台に。

また7世帯に1台の割だった電話

は1．4世帯に1台。

自動車も1．1世帯に1台という普

及ぶりです。

市制施行以来20年、その伸びを
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1告示第5号　　　　　　　　　　　　l
l　r＋日町地域広域事務組合財政事情のf乍成及1

書　び公表に関する条例」の定めるところにより、I
I　昭和48年度決算状況及び昭和49年6月30日現　l
l　在の本組合の財政事情を公表します。　　　　撃

1　　　昭曜49隼8月1日　　　　　　　　　　　　　　l
l　　　　十日町地域広城事務組合管理者　　　　　　　　1

　　　　　　　　　　　　　　ロ1　　　　　，　十日町市長春日由三　　1
」

川西町
4go3万内

15覧

十日町市

1億3肱6万円

鯛覧

　
円
町
万
質

畿
幡

負担金

2偉

＄65万円

四栃

分担傘及び

1その他30万円

．腹入　歳出一

3億，3億
3174　　　2141’

万円　万円

岨合債

5100万円

16暢

消防費

3像

13B万円　　　藤常爾

　　　薦防費
艀覧　　　4m4万円

　　　13瓢

　　清鶴　　施殴費
　　5．‘74万円

　　軍7覧

　　　　　　　　　おあ　の
　　　　　　　　　　ロほサ　　　消防庁舎　　分　　　　　　　　　　　5，駒0万円
中里村　　　　　　320D万円　遺　　　　分遣所

隔肥　　　脇　所　　建願　脳
6鴬　　　　　　　　　　　　1900万円　　　3⑩1万円

　　　　　6瓢　　　　10腸

　　　　　国県支出金　　　　その他
　　　　　1響円　　轡ゼ　翌年度繰越額
　　　　　　　　　　　　　1033万円

会計名 歳　　入 歳　　出 差　　引

総合福祉センター 3974万円 3912万円 62万円

と　畜　場 ll78万円 799万円 379万円

計 引52万円 4711万円 441万円

　　　　　　組合債総額
　　　　　　1億2480万円

と畜場
3080万円

そ　の他
1900万円
　15％

25％
郵政省
3200万円

　26％
消防庁舎

3200万円

　26％
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　　　　　　　　慶
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収入率32％
執行率21％

市
税
の
内
訳
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電　気　税
　　4533万円

市　民　税
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藁雪公■で遊ぷチビッ子たち

アーケード建設補助2385万円

農林水産開発事業補助3400万円

市単土地改良事業551万円

林業構造改善事業4447万円

昭和48年度決算
　　　　　　歳入総額　36億8543万円

　翌年度繰越額
育所建設事業5203万円

愛泉保育園建設補助金622万円

2
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9
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3
7
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4

交通公園造成事業補助

　　　200万円
交通安全施設429万円
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　　　　民生費
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　　　　　16％その他

　　9923万円￥
商工費　　　3％
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　　歳出農林水産費
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総務費
4億984万円
　　12％　　土

市民広場造成工事6119万円

美雪公園造成事業300万円

　　市民1人あたりのおもな歳出（人ロは

癬織趣

1億8486万円（うち繰越事業5474万円）

西小（仮）用地買収、及び造成工事1億9570万円

　東小新築工事1億746万円
　　　第2体育館用地買収、及び造成事業9100万円
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　近代的な施設の　　　　　　十中屋体改築工事6822万円
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　整った東小学校

費
師
育
鵬
教
臆

土地

漕
　636，328㎡

建物

自
　105，306㎡

享両
轟
　
　29台

階その他

絃
　140万円

山林
楡
1
4
，109，087㎡

基金回

2億1577万円

土木費　　教育費
13，960円　　17，154円

民生費　　総務費
11，323円　　　8，204円

詠
7万円

木費

24％

衛生費

6億9741万円

20％

　2億267万円　　　ごみ収集車、し尿車購入24を万円一

　　　　　6％　　　し尿施設整備事業664万円
　消防費
　1億4281万円　　　消防庁舎敷地購入800万円

・脇試％錦謙鋤万円
　　　　　　　　融消雪施設設置補助5018万円
　　　5％，
　　　　　　　市道改良舗装事業2億5570万円
　　　　　　街路改良舗装（本町西線ほか）1億1668万円
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五
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市
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v
兄矛

市税の

　状況簑

魏籍縮

籔
劇
蜥
講

月
百
か
ら
同
年
六
月
三
＋
日
隻
　

麟
、
懸

け
る
本
市
の
財
政
事
情
を
公
表
し
㎜
　
　
輪
灘
繍

九
年
八
月
一
日
　
　
　
皿
　
難

馳
雛
糖
籍
で
纏

憤
7
8
§
万
円
　
　
　
　
）
況

億
九
千
九
百
二
万
円

　
　
　
　
国
定
資
産
税

八
千

六
十
一
万
円

た
ば
こ
消
費
税

四
千
六
百
二
十
六

万
円
電
気
税

四
千
七
百
六
十

万
円
そ
の
他

49．3．31現在で計算）

講
㎜
鑛
糟

鐙
脚
㎜

i懸、II舗一’”「

蟻認蠕税、魯

　　　　　1　　20，045円

lli「
瀞　　lll，』

会計名 歳　　入 歳　出 差　引

国民健康保険 5億6945万円 5億2057万円 4888万円

直営診療所 3165万円 3882万円 △717万円

簡易水道 6088万円 6078万円 10万円

計 6億6198万円 6億2017万円 4i81万円

内
、
h



とお∬』陰3一 （9）■■■■盈お∬夢豊■■■■■■■■■■■■（納鞭棚可陥和㈱月朋ロ■■■■
麟麺塵羅嚢羅麟整翻（第3種郵便物認可）昭和49年8月lo日塞麟趨鑛醗麟醒一と7お」『創匿」聖塵羅灘灘麟醗臨翻（8）

ヨ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヨ

1告示第5号　　　　　　　　　　　　l
l　r＋日町地域広域事務組合財政事情のf乍成及1

書　び公表に関する条例」の定めるところにより、I
I　昭和48年度決算状況及び昭和49年6月30日現　l
l　在の本組合の財政事情を公表します。　　　　撃

1　　　昭曜49隼8月1日　　　　　　　　　　　　　　l
l　　　　十日町地域広城事務組合管理者　　　　　　　　1

　　　　　　　　　　　　　　ロ1　　　　　，　十日町市長春日由三　　1
」

川西町
4go3万内

15覧

十日町市

1億3肱6万円

鯛覧

　
円
町
万
質

畿
幡

負担金

2偉

＄65万円

四栃

分担傘及び

1その他30万円

．腹入　歳出一

3億，3億
3174　　　2141’

万円　万円

岨合債

5100万円

16暢

消防費

3像

13B万円　　　藤常爾

　　　薦防費
艀覧　　　4m4万円

　　　13瓢

　　清鶴　　施殴費
　　5．‘74万円

　　軍7覧

　　　　　　　　　おあ　の
　　　　　　　　　　ロほサ　　　消防庁舎　　分　　　　　　　　　　　5，駒0万円
中里村　　　　　　320D万円　遺　　　　分遣所

隔肥　　　脇　所　　建願　脳
6鴬　　　　　　　　　　　　1900万円　　　3⑩1万円

　　　　　6瓢　　　　10腸

　　　　　国県支出金　　　　その他
　　　　　1響円　　轡ゼ　翌年度繰越額
　　　　　　　　　　　　　1033万円

会計名 歳　　入 歳　　出 差　　引

総合福祉センター 3974万円 3912万円 62万円

と　畜　場 ll78万円 799万円 379万円

計 引52万円 4711万円 441万円

　　　　　　組合債総額
　　　　　　1億2480万円

と畜場
3080万円

そ　の他
1900万円
　15％

25％
郵政省
3200万円

　26％
消防庁舎

3200万円

　26％

大蔵省
7380万円

　59％

消防分遣所
曹900万円
　　曹5％

建　物 乳331，99

　㎡総合福祉

センター

4300万円

　　34％

其　金

公社債
llO万円

般

会囲”億3105万円

計匿囲”　　　　　7億4468万円
　　　　　　　　慶

当初予算 34億7090万円

6月未予算 35億7056万円

収入率32％
執行率21％

市
税
の
内
訳

固定資産税
3億4228万円

電　気　税
　　4533万円

市　民　税
5億3936万円

そ　の　他
　　5006万円

たば二消費税
　　8078万円

上半期歳入

務老

　　　国県支出金　　　　その他
　　　6億8438万円　　　　6億497万円

　　　　　　市債　　　　19％　　　　　17％
　　　　　2億3240万円
　　　　　　6％
市　税　　　　　　　’　　　地方交付税

10億5781万円　歳入　9億9100万円
　　30％　35億7056万円　　　28％

上半期歳出 総額35億7056万円

★予算額

●割　　合

　土　木　費

繰し．ご・、．賓●18％
★6億4706万円

公　債　費

勲，、

★1億8805万円

教　育費

蒲孤．

★6像6339万円

　
▲
恥
％
円

．
擬
講
粧
慰

促
狸

消　防　賛

警、
　★1億8717万円

総　務　費

蹴，，
★4億2463万円

農林水産業費

蝋★2億2923万円
ぞ　の　他

θ勲
　　　●3％
★1億841万円

頻
／
　
愈
蟹

．
礁
商　工　費
★1億4536万円

・蒲
●4％

国
民
健
康
保
険

特別会計

簡
易
水
道

騒
．
／

□
喰
入

顧
團
予
轟

　
直
営
診
療

元
気
よ
く
帰
る

鴨
謡
翻

藁雪公■で遊ぷチビッ子たち

アーケード建設補助2385万円

農林水産開発事業補助3400万円

市単土地改良事業551万円

林業構造改善事業4447万円

昭和48年度決算
　　　　　　歳入総額　36億8543万円

　翌年度繰越額
育所建設事業5203万円

愛泉保育園建設補助金622万円

2
2
9
万
円
　
　
羨
ム

置
7
3
7
0
万
円

4

交通公園造成事業補助

　　　200万円
交通安全施設429万円

一般会計

・慧3。3万円

　　　　民生費
　　　4億6566万円

　　　　　16％その他

　　9923万円￥
商工費　　　3％
1億3735万円4％　　　　　（一般

　　歳出農林水産費
2億2375万円6％　35億5

27％　　　　　　27％　　　9％　　16％　5％4％　12％

　　市

　　税

10億143万円

　地＿
　方父
　　　付
　　　税

9億9500万円

諸3
収億
入7
　1
そ4

の万
他円

　市

　債
6億150万円

県1

支億
出7

金8

　6

　1

万
円

繰
越
金

国4
庫億
支4
　1出7
金9

　万円

1億5996万円

総務費
4億984万円
　　12％　　土

市民広場造成工事6119万円

美雪公園造成事業300万円

　　市民1人あたりのおもな歳出（人ロは

癬織趣

1億8486万円（うち繰越事業5474万円）

西小（仮）用地買収、及び造成工事1億9570万円

　東小新築工事1億746万円
　　　第2体育館用地買収、及び造成事業9100万円
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　近代的な施設の　　　　　　十中屋体改築工事6822万円
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　整った東小学校

費
師
育
鵬
教
臆

土地

漕
　636，328㎡

建物

自
　105，306㎡

享両
轟
　
　29台

階その他

絃
　140万円

山林
楡
1
4
，109，087㎡

基金回

2億1577万円

土木費　　教育費
13，960円　　17，154円

民生費　　総務費
11，323円　　　8，204円

詠
7万円

木費

24％

衛生費

6億9741万円

20％

　2億267万円　　　ごみ収集車、し尿車購入24を万円一

　　　　　6％　　　し尿施設整備事業664万円
　消防費
　1億4281万円　　　消防庁舎敷地購入800万円

・脇試％錦謙鋤万円
　　　　　　　　融消雪施設設置補助5018万円
　　　5％，
　　　　　　　市道改良舗装事業2億5570万円
　　　　　　街路改良舗装（本町西線ほか）1億1668万円
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市税の

　状況簑

魏籍縮
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月
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49．3．31現在で計算）

講
㎜
鑛
糟

鐙
脚
㎜

i懸、II舗一’”「

蟻認蠕税、魯

　　　　　1　　20，045円

lli「
瀞　　lll，』

会計名 歳　　入 歳　出 差　引

国民健康保険 5億6945万円 5億2057万円 4888万円

直営診療所 3165万円 3882万円 △717万円

簡易水道 6088万円 6078万円 10万円

計 6億6198万円 6億2017万円 4i81万円

内
、
h



筋
、
h

一 般
ム
質 計

支 収
出 入 6 当
さ文
〆月 済 月 初
額 額 末 予

予 算
4996 7720 算 3
万円 万円 3

’血
1、思

（ （
億 9執 収 9 1行 入 3 6玄

十 垂 7 2
B
％
）

20
％
）

4
万

万
円

円

へ

当’∬
　
昭
和
49
年
6
月
未
の

お
　
予
算
及
び
執
行
の
状
況

盈

上
半
期
歳
入

上
半
塑
蛋
闇
円

／
　　　　　　　　　　　　　　　その他　　　　分担金及び負担金
　　　　　　　　　　　　　　　937万円　　　　　　3f，意2387万円
　　　　　　　　　　　　　　　　　3％
十日町市1億8218万円　　82％

川西町　5205万円
津南町　　6124万円
中里村　2840万円　　　　　　組合債

　　　　　　　　　　　6050万円15％

搬3億9374塑

　　消防費
　　3億7413万円

、　　　95％
総務費1255万円3％
公債費583万円1．5％

その他123万円0．5％

囲予算額
Eコ歳入

團歳出
総合福祉

センター

場
業

畜
と
事

（10）と」監∬詐お■■■■■■■■目（第3種郵便物認可）昭和49年8月冊日

と
道水

　
わ
た
し
た
ち
の
生
活
に
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
水
道
水

は
、
日
夜
休
み
な
く
、
み
な
さ
ん
の
家
庭
に
送
ら
れ
て
い

ま
す
。

　水

道
が
で
き
る
ま
で
は
、
自
家
用
水
と
し
て
個
人
で
確

保
で
き
ま
し
た
。

　
そ
れ
が
今
日
で
は
、
川
は
汚
染
さ
れ
て
洗
た
く
や
野
菜

洗
い
は
、
ま
っ
た
く
で
き
な
い
状
態
と
な
り
ま
し
た
。

　
自
然
が
与
え
て
く
れ
る
水
資
源
も
限
り
が
あ
り
ま
す
。

み
な
さ
ん
で
、
こ
の
水
を
大
切
に
有
効
に
使
い
ま
し
ょ
う
。

切
に
使
お
う

る
需
要
の
増
大
に
対
処
し
、
施
設
の

拡
充
や
給
水
区
域
の
拡
張
が
急
務
と

な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
に
対
処
す
る
た
め
、
上
水
道

で
は
、
昭
和
五
十
年
を
目
途
に
第
五

水
源
の
確
保
に
、
ま
た
簡
易
水
道
で

は
、
新
水
地
区
に
新
設
工
事
が
進
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
水
道
の
新
設
也
拡

張
工
事
は
、
巨
額
の
資
金
を
必
要
と

し
ま
す
。

　し

か
し
、
こ
れ
は
私
た
ち
が
生
活

し
て
行
く
た
め
に
、
是
非
と
も
や
ら

ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
み
な
さ
ん
の
深
い
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

莇
㎡
5
　
　
　
4
　
　
　
3

水道料金の納入は

　口座振替が便利です
2
　
給
水
量

水
道
の
あ
ゆ
み

本
市
の
水
道
事
業
は
、
昭
和
三
十

一
年
、
二
万
人
の
計
画
給
水
人
口
で

始
め
ら
れ
、
昭
和
三
十
二
年
十
二
月

泉
町
の
六
十
五
戸
に
給
水
を
開
始
し

今
年
十
八
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。

上
水
道
は
、
創
設
以
来
、
信
濃
川
の

伏
流
水
を
汲
み
あ
げ
、
自
然
流
下
に

よ
り
給
水
す
る
方
法
を
と
っ
で
き
ま

し
た
。昭
和
四
十
一
年
、
需
要
量
の
増
大

に
よ
り
、
市
民
体
育
館
前
に
深
井
戸

を
設
け
、
さ
ら
に
四
十
四
年
、
四
十

五
年
に
は
城
之
古
に
ニ
カ
所
の
浅
井

戸
を
そ
れ
ぞ
れ
増
設
し
ま
し
セ
。

創
設
当
時
四
百
人
足
ら
ず
の
給
水

人
口
も
、
昭
和
三
十
九
年
に
は
二
万

人
、
現
在
で
は
三
万
一
千
人
に
達
し

ま
し
た
。

ま
た
簡
易
水
道
は
、
水
沢
村
当
時
、

昭
和
三
十
六
年
に
野
中
と
安
養
寺
地

区
に
開
設
し
、
翌
三
十
七
年
に
合
併

以
来
、
当
間
地
区
を
始
め
吉
田
、
北

原
、
馬
水
、
下
条
地
区
と
年
々
そ
の

数
を
増
し
、
現
在
は
十
一
地
区
、
給

水
人
口
は
一
万
人
に
な
り
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
簡
易
水
道
を
必
要
と
す

る
地
域
の
人
口
か
ら
み
る
と
、
普
及

率
五
四
％
と
低
く
、
今
後
こ
の
普
及

に
つ
と
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
こ
れ
か
ら
の
水
道
は
予
想
を
上
廻

召和48年度　　　　　　給水人ロと

薙森告lll簸マ㎡　　　給水量の推移

　　　　　齪ヘノイ、
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水
人
口

私
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急
ご
う
下
水
道
の
整
備
を

　
市
は
、
快
適
で
健
康
な
生
活
環
境
づ
く
り
を
め
ざ
し
て

公
共
下
水
道
の
建
設
計
画
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
下
水
道
事
業
は
多
額
の
建
設
費
を
必
要
と
し
、
工
事
も

相
当
長
期
に
わ
た
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　
以
下
、
公
共
下
水
道
の
あ
ら
ま
し
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
℃

難
雛
鑛
灘
㎜
騨

　
顯
叢
麟
饗
懸
　
雛

　
工
場
や
家
庭
な
ど
か
ら
、
排
出
さ

れ
る
汚
水
か
ら
河
川
の
水
質
汚
濁
は

年
々
著
る
し
く
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
魚
が
住
み
つ
く
き
れ
い
な
川
を
と

り
も
ど
す
に
は
、
工
場
廃
水
と
家
庭

下
水
を
浄
化
さ
せ
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

　
こ
の
解
決
に
は
、
下
水
道
施
設
を

つ
く
る
こ
と
が
効
果
的
で
す
。

　
そ
こ
で
、
市
は
公
共
下
水
道
の
計

画
を
専
門
家
に
委
託
し
、
そ
の
基
本

計
画
を
作
成
し
ま
し
た
．
こ
の
計
画

に
よ
り
ま
す
と
、
羽
根
川
か
ら
最
明

寺
川
ま
で
の
市
街
地
を
中
心
に
約
七

百
二
十
五
筋
を
下
水
道
計
画
区
域
と

囲
盤
鍵
躍
灘

　
公
共
下
水
道
の
整
備
に
よ
っ
て
、

側
溝
や
川
に
汚
水
を
流
す
こ
と
が
な

く
な
り
、
ト
イ
レ
は
水
洗
化
さ
れ
、

ま
た
、
悪
臭
や
蚊
、
ハ
エ
な
ど
の
発

生
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、
清
潔
で
美
し
い
健

全
な
ま
ち
に
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す

　
特
に
、
公
共
下
水
道
の
建
設
に
よ

っ
て
、
し
尿
汲
取
式
が
姿
を
消
す
わ

け
で
す
が
、
冬
期
間
の
汲
み
取
り
に

心
配
が
な
く
、
大
変
助
か
り
ま
す
。

定
め
、
昭
和
六
十
五
年
を
目
標
年
次

と
し
て
、
総
事
業
費
約
二
百
十
億
円

を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

　
下
水
道
‘
業
の
進
め
か
た

　
市
の
計
画
は
、
羽
根
川
か
ら
川
治

川
を
川
治
処
理
分
区
、
川
治
川
か
ら

田
川
ま
で
を
中
央
第
一
、
中
央
第
二

処
理
分
区
、
田
川
か
ら
以
北
を
新
座

処
理
分
区
と
大
井
田
処
理
分
区
の
五

つ
の
処
理
分
区
に
分
け
、
第
一
期
事

業
と
し
て
、
中
央
第
一
処
理
分
区

（
市
街
地
を
中
心
と
し
て
、
川
治
川

か
ら
田
川
、
国
鉄
飯
山
線
か
ら
山

裾
）
の
百
四
十
七
診
を
八
力
年
（
昭

公
共
下
水
道
ア
看
結
果

　
　
同
答
予
九
．
白
二
卜
戸
（
阿
収
率
ヒ
○
％
）

　
「
下
水
道
が
使
用
可
能
に
な
っ
た
ら

…
水
洗
便
所
に
し
ま
す
か
」
の
問
に
対

…
し
て
、
七
〇
％
の
家
庭
は
水
洗
便
所

…
に
し
た
い
と
い
う
声
で
し
た
。

和
四
十
九
年
～
五
十
七
年
）
計
西
で

建
設
す
る
予
定
で
す
。
そ
の
他
の
区

域
は
、
漸
次
普
及
す
る
計
画
で
す
。

　
灘
難
鐵
簸
懸
麟
雛
欝
難

　
　
　
　
　
　
織
毒
麟
講

　
下
水
道
事
業
は
、
家
庭
と
直
結
し

巨
額
の
事
業
費
を
必
要
と
し
ま
す
。

「
み
ん
な
の
手
で
公
共
下
水
道
の
建

設
を
」
と
い
う
連
帯
意
識
こ
そ
大
き

な
力
と
な
っ
て
事
業
を
推
進
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
．

　
本
市
の
生
活
環
境
づ
く
り
の
た
め

に
、
ま
た
、
未
来
へ
の
か
け
が
え
の

な
い
贈
り
物
と
し
て
、
こ
の
下
水
道

事
業
の
建
設
に
み
な
さ
ん
の
ご
理
解

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
　
　
を
い
％

　
　
　
　
事
し
3

　
　
　
　
エ
ほ
風

　
　
　
　
く
て
　
　
　
　
の
に
い
％

　
　
　
　
早
し
　
　
　
設
先
し
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　
施
を
ほ
4

　
　
　
　
　
体
幅
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％
　
全
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答
7

　
回
臥
　
　
％
を
ほ
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無
　
　
　
ン
　
備
て
　
6

　
　
　
　
　
吻
罐
こ
し
、
臥

　
　
　
　
の
　
　
足
ー
㌧

　
　
　
　
そ
　
　
道
先
し

整
備
を
先
き
に
や
る
べ
き
だ
と
す
る
…

方
が
一
八
・
六
％
あ
り
ま
し
た
。

　
公
共
下
水
道
は
、
「
市
の
総
合
的
な
…

計
画
に
も
と
ず
き
、
市
民
と
共
に
立
…

案
し
、
実
施
し
て
い
く
べ
き
だ
」
と
い
…

う
意
見
が
あ
り
、
地
域
連
帯
意
識
を
…

も
っ
て
、
取
り
く
も
う
と
い
う
意
気
㎜

ご
み
を
感
じ
ま
し
た
。

…
受
益
者
負
担
制
度
と
は

…
　
下
水
道
は
市
の
か
ぎ
ら
れ
た
区
域
に

…
莫
大
な
費
用
存
投
入
し
て
施
設
を
つ
く

…
る
の
で
す
が
、
そ
の
恩
恵
は
下
水
漕
管

㎜
を
布
設
し
た
区
域
の
住
民
だ
け
し
か
受

㎜
け
る
こ
と
が
で
糞
せ
ん
．

…
　
そ
の
事
藁
費
は
国
費
　
市
費
を
あ
て

…
る
わ
け
で
す
が
、
「
税
負
担
の
公
平
」

…
と
い
ろ
原
則
か
ら
恩
恵
を
受
け
る
住
民

　
（
受
益
者
㌧
が
事
藁
費
の
一
部
を
負
担

㎜
す
る
制
度
を
い
い
ま
す
．
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「
下
水
道
の
必
要
性
に
つ
い
て
」
は
、

…
早
く
着
工
す
べ
き
だ
と
す
る
方
が
、

…
五
四
・
三
％
で
半
数
を
し
め
、
道
路

麟薦繰
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万
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円

円

へ

当’∬
　
昭
和
49
年
6
月
未
の

お
　
予
算
及
び
執
行
の
状
況

盈

上
半
期
歳
入

上
半
塑
蛋
闇
円

／
　　　　　　　　　　　　　　　その他　　　　分担金及び負担金
　　　　　　　　　　　　　　　937万円　　　　　　3f，意2387万円
　　　　　　　　　　　　　　　　　3％
十日町市1億8218万円　　82％

川西町　5205万円
津南町　　6124万円
中里村　2840万円　　　　　　組合債

　　　　　　　　　　　6050万円15％

搬3億9374塑

　　消防費
　　3億7413万円

、　　　95％
総務費1255万円3％
公債費583万円1．5％

その他123万円0．5％

囲予算額
Eコ歳入

團歳出
総合福祉

センター

場
業

畜
と
事

（10）と」監∬詐お■■■■■■■■目（第3種郵便物認可）昭和49年8月冊日

と
道水

　
わ
た
し
た
ち
の
生
活
に
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
水
道
水

は
、
日
夜
休
み
な
く
、
み
な
さ
ん
の
家
庭
に
送
ら
れ
て
い

ま
す
。

　水

道
が
で
き
る
ま
で
は
、
自
家
用
水
と
し
て
個
人
で
確

保
で
き
ま
し
た
。

　
そ
れ
が
今
日
で
は
、
川
は
汚
染
さ
れ
て
洗
た
く
や
野
菜

洗
い
は
、
ま
っ
た
く
で
き
な
い
状
態
と
な
り
ま
し
た
。

　
自
然
が
与
え
て
く
れ
る
水
資
源
も
限
り
が
あ
り
ま
す
。

み
な
さ
ん
で
、
こ
の
水
を
大
切
に
有
効
に
使
い
ま
し
ょ
う
。

切
に
使
お
う

る
需
要
の
増
大
に
対
処
し
、
施
設
の

拡
充
や
給
水
区
域
の
拡
張
が
急
務
と

な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
に
対
処
す
る
た
め
、
上
水
道

で
は
、
昭
和
五
十
年
を
目
途
に
第
五

水
源
の
確
保
に
、
ま
た
簡
易
水
道
で

は
、
新
水
地
区
に
新
設
工
事
が
進
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
水
道
の
新
設
也
拡

張
工
事
は
、
巨
額
の
資
金
を
必
要
と

し
ま
す
。

　し

か
し
、
こ
れ
は
私
た
ち
が
生
活

し
て
行
く
た
め
に
、
是
非
と
も
や
ら

ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
み
な
さ
ん
の
深
い
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

莇
㎡
5
　
　
　
4
　
　
　
3

水道料金の納入は

　口座振替が便利です
2
　
給
水
量

水
道
の
あ
ゆ
み

本
市
の
水
道
事
業
は
、
昭
和
三
十

一
年
、
二
万
人
の
計
画
給
水
人
口
で

始
め
ら
れ
、
昭
和
三
十
二
年
十
二
月

泉
町
の
六
十
五
戸
に
給
水
を
開
始
し

今
年
十
八
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。

上
水
道
は
、
創
設
以
来
、
信
濃
川
の

伏
流
水
を
汲
み
あ
げ
、
自
然
流
下
に

よ
り
給
水
す
る
方
法
を
と
っ
で
き
ま

し
た
。昭
和
四
十
一
年
、
需
要
量
の
増
大

に
よ
り
、
市
民
体
育
館
前
に
深
井
戸

を
設
け
、
さ
ら
に
四
十
四
年
、
四
十

五
年
に
は
城
之
古
に
ニ
カ
所
の
浅
井

戸
を
そ
れ
ぞ
れ
増
設
し
ま
し
セ
。

創
設
当
時
四
百
人
足
ら
ず
の
給
水

人
口
も
、
昭
和
三
十
九
年
に
は
二
万

人
、
現
在
で
は
三
万
一
千
人
に
達
し

ま
し
た
。

ま
た
簡
易
水
道
は
、
水
沢
村
当
時
、

昭
和
三
十
六
年
に
野
中
と
安
養
寺
地

区
に
開
設
し
、
翌
三
十
七
年
に
合
併

以
来
、
当
間
地
区
を
始
め
吉
田
、
北

原
、
馬
水
、
下
条
地
区
と
年
々
そ
の

数
を
増
し
、
現
在
は
十
一
地
区
、
給

水
人
口
は
一
万
人
に
な
り
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
簡
易
水
道
を
必
要
と
す

る
地
域
の
人
口
か
ら
み
る
と
、
普
及

率
五
四
％
と
低
く
、
今
後
こ
の
普
及

に
つ
と
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
こ
れ
か
ら
の
水
道
は
予
想
を
上
廻

召和48年度　　　　　　給水人ロと

薙森告lll簸マ㎡　　　給水量の推移
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急
ご
う
下
水
道
の
整
備
を

　
市
は
、
快
適
で
健
康
な
生
活
環
境
づ
く
り
を
め
ざ
し
て

公
共
下
水
道
の
建
設
計
画
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
下
水
道
事
業
は
多
額
の
建
設
費
を
必
要
と
し
、
工
事
も

相
当
長
期
に
わ
た
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　
以
下
、
公
共
下
水
道
の
あ
ら
ま
し
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
℃

難
雛
鑛
灘
㎜
騨

　
顯
叢
麟
饗
懸
　
雛

　
工
場
や
家
庭
な
ど
か
ら
、
排
出
さ

れ
る
汚
水
か
ら
河
川
の
水
質
汚
濁
は

年
々
著
る
し
く
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
魚
が
住
み
つ
く
き
れ
い
な
川
を
と

り
も
ど
す
に
は
、
工
場
廃
水
と
家
庭

下
水
を
浄
化
さ
せ
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

　
こ
の
解
決
に
は
、
下
水
道
施
設
を

つ
く
る
こ
と
が
効
果
的
で
す
。

　
そ
こ
で
、
市
は
公
共
下
水
道
の
計

画
を
専
門
家
に
委
託
し
、
そ
の
基
本

計
画
を
作
成
し
ま
し
た
．
こ
の
計
画

に
よ
り
ま
す
と
、
羽
根
川
か
ら
最
明

寺
川
ま
で
の
市
街
地
を
中
心
に
約
七

百
二
十
五
筋
を
下
水
道
計
画
区
域
と

囲
盤
鍵
躍
灘

　
公
共
下
水
道
の
整
備
に
よ
っ
て
、

側
溝
や
川
に
汚
水
を
流
す
こ
と
が
な

く
な
り
、
ト
イ
レ
は
水
洗
化
さ
れ
、

ま
た
、
悪
臭
や
蚊
、
ハ
エ
な
ど
の
発

生
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、
清
潔
で
美
し
い
健

全
な
ま
ち
に
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す

　
特
に
、
公
共
下
水
道
の
建
設
に
よ

っ
て
、
し
尿
汲
取
式
が
姿
を
消
す
わ

け
で
す
が
、
冬
期
間
の
汲
み
取
り
に

心
配
が
な
く
、
大
変
助
か
り
ま
す
。

定
め
、
昭
和
六
十
五
年
を
目
標
年
次

と
し
て
、
総
事
業
費
約
二
百
十
億
円

を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

　
下
水
道
‘
業
の
進
め
か
た

　
市
の
計
画
は
、
羽
根
川
か
ら
川
治

川
を
川
治
処
理
分
区
、
川
治
川
か
ら

田
川
ま
で
を
中
央
第
一
、
中
央
第
二

処
理
分
区
、
田
川
か
ら
以
北
を
新
座

処
理
分
区
と
大
井
田
処
理
分
区
の
五

つ
の
処
理
分
区
に
分
け
、
第
一
期
事

業
と
し
て
、
中
央
第
一
処
理
分
区

（
市
街
地
を
中
心
と
し
て
、
川
治
川

か
ら
田
川
、
国
鉄
飯
山
線
か
ら
山

裾
）
の
百
四
十
七
診
を
八
力
年
（
昭

公
共
下
水
道
ア
看
結
果

　
　
同
答
予
九
．
白
二
卜
戸
（
阿
収
率
ヒ
○
％
）

　
「
下
水
道
が
使
用
可
能
に
な
っ
た
ら

…
水
洗
便
所
に
し
ま
す
か
」
の
問
に
対

…
し
て
、
七
〇
％
の
家
庭
は
水
洗
便
所

…
に
し
た
い
と
い
う
声
で
し
た
。

和
四
十
九
年
～
五
十
七
年
）
計
西
で

建
設
す
る
予
定
で
す
。
そ
の
他
の
区

域
は
、
漸
次
普
及
す
る
計
画
で
す
。

　
灘
難
鐵
簸
懸
麟
雛
欝
難

　
　
　
　
　
　
織
毒
麟
講

　
下
水
道
事
業
は
、
家
庭
と
直
結
し

巨
額
の
事
業
費
を
必
要
と
し
ま
す
。

「
み
ん
な
の
手
で
公
共
下
水
道
の
建

設
を
」
と
い
う
連
帯
意
識
こ
そ
大
き

な
力
と
な
っ
て
事
業
を
推
進
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
．

　
本
市
の
生
活
環
境
づ
く
り
の
た
め

に
、
ま
た
、
未
来
へ
の
か
け
が
え
の

な
い
贈
り
物
と
し
て
、
こ
の
下
水
道

事
業
の
建
設
に
み
な
さ
ん
の
ご
理
解

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
　
　
を
い
％

　
　
　
　
事
し
3

　
　
　
　
エ
ほ
風

　
　
　
　
く
て
　
　
　
　
の
に
い
％

　
　
　
　
早
し
　
　
　
設
先
し
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　
施
を
ほ
4

　
　
　
　
　
体
幅
纏

　
　
％
　
全
－
o

　
答
7

　
回
臥
　
　
％
を
ほ
　
％

　
無
　
　
　
ン
　
備
て
　
6

　
　
　
　
　
吻
罐
こ
し
、
臥

　
　
　
　
の
　
　
足
ー
㌧

　
　
　
　
そ
　
　
道
先
し

整
備
を
先
き
に
や
る
べ
き
だ
と
す
る
…

方
が
一
八
・
六
％
あ
り
ま
し
た
。

　
公
共
下
水
道
は
、
「
市
の
総
合
的
な
…

計
画
に
も
と
ず
き
、
市
民
と
共
に
立
…

案
し
、
実
施
し
て
い
く
べ
き
だ
」
と
い
…

う
意
見
が
あ
り
、
地
域
連
帯
意
識
を
…

も
っ
て
、
取
り
く
も
う
と
い
う
意
気
㎜

ご
み
を
感
じ
ま
し
た
。

…
受
益
者
負
担
制
度
と
は

…
　
下
水
道
は
市
の
か
ぎ
ら
れ
た
区
域
に

…
莫
大
な
費
用
存
投
入
し
て
施
設
を
つ
く

…
る
の
で
す
が
、
そ
の
恩
恵
は
下
水
漕
管

㎜
を
布
設
し
た
区
域
の
住
民
だ
け
し
か
受

㎜
け
る
こ
と
が
で
糞
せ
ん
．

…
　
そ
の
事
藁
費
は
国
費
　
市
費
を
あ
て

…
る
わ
け
で
す
が
、
「
税
負
担
の
公
平
」

…
と
い
ろ
原
則
か
ら
恩
恵
を
受
け
る
住
民

　
（
受
益
者
㌧
が
事
藁
費
の
一
部
を
負
担

㎜
す
る
制
度
を
い
い
ま
す
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
魑
羅

　
　
　
　
　
　
　
　
　
甲
『
『
葦
　
　
■
『
■
鳳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
弟
　
｛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
α

・織

　
。
・
．
．
。
O
。
●
。
●
●
。
●
0
●
，
●
・
●
●
●
雪
，
．
，
●
，
●
●
●
●
．
・
O
・
●
㌔
。
●
●
．
・
●
・
●
・
．
・
働

　
「
下
水
道
の
必
要
性
に
つ
い
て
」
は
、

…
早
く
着
工
す
べ
き
だ
と
す
る
方
が
、

…
五
四
・
三
％
で
半
数
を
し
め
、
道
路

麟薦繰



博
、
h

（12）

聡

馨翻とおガ夢3
堺貞

醗騰難鷲鱗灘

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
劇

緑
豊
か
な
農
業
を
・
灘辮灘

繊
閣
彊
鱈

諺
灘
雛
　
　
擁
霧
撒
　
　
　
　
　
　
畿
霧
㎜
雛
鋤
義
簗
辮
難

…
と
農
業
の
発
展
を
め
ざ
し

，ノ…溺

水
沢
、
六
箇
、
川
治
の
広
大
な
台
地
を
開
発
す
る
苗
場
山
ろ
く
農
業

開
発
事
業
を
本
市
の
重
点
事
業
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
こ
の
計
画
は
、
農
業
開
発
と
同
時
に
清
津
川
多
目
的
ダ
ム
か
ら
の
水

資
源
確
保
と
い
う
本
市
将
来
を
左
右
す
る
問
題
も
含
ん
で
い
ま
す
。

　
こ
の
開
発
は
、
新
し
い
農
業
に
向
っ
て
の
跳
躍
台
と
な
る

だ
ろ
り
つ
o

　
以
下
、
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
無

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　羅

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ず　ド　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　　　　ロ　　し　　　　　　　　　　　　　　　　　　　オぷ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　難

第3種郵便物認可）昭和49年8月1。日麟難

霧
羅
構
雛
　
纏
顯
　
　
諺
擁

譲

霧
淵
　
㎜
霧

，
惚
．
羅
、
軍

苗
場
山
ろ
く
地
域

国
営
総
合
農
地
開

発
事
業

（
十
日
町
市
地
区
）

　
第
二
地
区
は
、
津
南
原
の
千
六
百

診
で
、
実
施
設
計
に
着
手
、
明
年
着

川
ま
で
の
間
と
、
東
田
沢
の
一
部
の

約
千
五
百
診
。
台
地
上
の
約
七
百
紛

な
お
、
水
源
は
清
津
川
多
目
的
ダ

ム
に
依
存
し
て
確
保
す
る
方
針
で
す

（第3種郵便物認可）昭和49年8月10日

　　　　　　　　　譲
　　　　　　　　　　　　　　き　　　　　

　　　　萎

　　　　

　　　

嚢

、
艦
》

　
　
　
　
　
　
　
　
　
喜

　
　
　
　
　
　
　
♪

　
　
　
　
　
　
　
　
　
重
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
珠

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

　
　
　
　
　
　
　
　
　
丸

緑
豊
か
な
大
地
に

　
私
に
は
、
土
に
取
り
組
む
能
力
し

か
あ
り
ま
せ
ん
。

　
荒
れ
た
台
地
を
豊
か
な
緑
地
帯
に

生
ま
れ
か
わ
ら
せ
る
た
め
、
農
業
政

策
を
重
視
し
、
市
の
動
向
を
み
つ
め

な
が
ら
、
個
々
の
力
は
弱
く
て
も
、

そ
れ
を
結
集
し
、
こ
の
大
事
業
を
成

功
さ
せ
よ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

批
判
よ
り
実
践

　
私
は
農
民
と
し
て
、
目
先
き
の
損

得
よ
り
、
自
然
と
と
も
に
生
き
る
よ

ろ
こ
び
、
郷
土
を
愛
し
つ
づ
け
て
生

き
る
意
義
を
感
じ
ま
す
。
苗
場
開
発

を
成
功
さ
せ
、
よ
く
い
わ
れ
る
よ
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
夫
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
光
沢

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
葺
嬬

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
葉
（

に
批
判
よ
り
も
実
践
に
加
わ
る
一
人

に
な
り
た
い
と
考
え
ま
す
。

彦誘ガ蓄お113）

　開発後は思う存分やりたい・…と宮沢　　　、

さんはいいきります．

　港がり角といわれる農業ヤその農業に本市

は苗場山ろく農業開発という空前絶後の開発

構想があります，

　7月12日、開発地区内5名の若者から集まっ

ていただき、意見交換など行ないました。

、
婁
麟
’

　
た
し
か
に
や
り
が
い
の
あ
る
仕
事
だ
…
…
と
お
っ
し
ゃ

い
ま
す
。
し
か
し
農
業
に
生
き
る
こ
と
に
心
配
の
あ
ま
り

夜
眠
れ
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

　
で
も
、
そ
れ
ぞ
れ
苦
し
み
を
の
り
こ
え
て
…
－

　
農
業
騰
購
騰
鐵
「
－

i
苗
場
山
ろ
く
開
発
は
、
空
前
絶

後
の
開
発
構
想
と
思
う
が
、
若
い

農
業
者
の
み
な
さ
ん
か
ら
、
「
農
業

　に

生
き
る
、
農
業
に
か
け
る
」
と
い

う
こ
と
で
お
話
し
を
。

　
村
山
　
誰
れ
も
拘
束
さ
れ
ず
に
生

き
ら
れ
る
こ
と
が
農
業
の
魅
力
。
そ

棄凌

　
　
　
　
　
　
ひ

か
舞
加
ノ
穿髪

苗場山ろく農業開発に期

〆
宮
沢
　
規
模
を
大
き
く
、
所
得
率

の
高
い
農
業
に
し
て
い
き
た
い
。
そ

の
た
め
に
甚
盤
整
備
が
必
要
だ
．
十

ア
！
ル
あ
た
り
の
労
仙
力
を
み
る
と

整
備
し
な
い
と
こ
ろ
は
、
卜
六
人
、

整
備
し
た
と
こ
み
、
は
、
六
人
で
い
い

と
い
う
こ
と
に
な
る
．

騨飽㎜
デ
ン
マ
ー
ク
の
農
業
は

、
ゆ
っ
た
り
と
し
て
優
雅

…
…
と
語
る
村
山
さ
ん

　
村
山
　
酪
農
国
デ
ン
マ
ー
ク
ヘ
行

ぐ
機
会
に
恵
ま
れ
ま
し
た
が
、
生
活

は
ゆ
っ
た
り
と
し
て
優
雅
、
日
曜
目

は
乳
し
ぽ
り
だ
け
で
し
た
。
私
の
夢

は
　
週
休
と
い
う
か
、
忙
が
し
い
か

ら
一
日
く
ら
い
は
休
も
う
で
は
な
い

か
と
い
う
よ
う
な
生
活
、
そ
の
う

み
へ
も
う
か
る
農
業
が
で
ぎ
た
ら
す

ぽ
ら
し
い
。

　
阿
部
　
最
近
ば
、
農
業
者
、
農
家

の
定
義
を
変
え
る
必
要
が
あ
る
。
農

業
だ
け
で
都
市
な
み
の
生
活
を
し
て

い
る
家
、
農
業
で
生
計
を
た
て
て
い

る
人
を
農
業
者
と
す
る
見
万
が
必
要

と
思
い
ま
す
。

れ
に
プ
ラ
ス
時
間
的
ゆ
と
り
を
加
え

ら
れ
る
農
業
経
営
を
L
た
い
。

難
難

　
折
角
の
“
や
る
気
”

生
か
し
て
い
く

よ
う
な
バ
ッ
ク

グ
ラ
ウ
ン
ド
が

今
こ
そ
…

　
宮
沢
　
現
在
．
五
百
ア
ー
ル
の
水

田
を
耕
作
し
て
い
る
　
う
ち
、
二
百

苗
場
開
発
に
賭
け
る

宮
沢
さ
ん

⊂
《夢怒

1

》誓

青
友
会
の
仲
間
と
一
人

五
百
万
円
所
得
の
農
業

を
や
り
た
い
と
話
し
あ

…
っ
て
い
る
：
：

　轟崖鍵

　
宮
沢
　
市
内
に
十
人
の
気
の
あ
っ

た
青
友
会
と
い
う
仲
間
が
い
る
が
、

そ
こ
で
・
十
人
で
百
紛
め
ざ
し
た
農

業
を
や
ろ
う
じ
ゃ
、
な
い
か
と
話
し
あ

っ
て
い
る
。
た
型
ト
ラ
ク
タ
ー
と
育

苗
セ
ン
タ
ー
を
も
ち
、
コ
ソ
バ
イ
ソ

と
ラ
イ
ス
セ
ソ
タ
ー
を
組
み
あ
わ
せ

た
稲
作
な
ら
ば
、
所
得
率
の
高
い
農

業
が
出
来
る
と
思
う
。
そ
し
て
ひ
と

り
五
百
万
円
所
得
の
農
業
を
や
り
た

い
。
　
川
田
　
こ
れ
か
ら
大
規
模
農
業
を

め
ざ
す
に
は
、
流
通
ル
ー
ト
が
な
ん

と
し
て
も
必
要
だ
。

　
上
村
開
発
は
田
と
い
う
考
え
を

し
て
い
な
い
か
ら
、
畑
と
い
う
と
意

見
が
ま
と
ま
ら
な
い
。

農業後継者に夢1と希望を与えよう
自由にかんがいができ、道ぶしん、堰ぶしん・畑の草取りなど苫痛

のない農業の場をつくって、若者の夢と希望を郷土ではたさせよう。

　
石
沢
　
流
通
の
問
題
は
、
現
状
で

は
量
が
ま
と
ま
ら
な
い
と
い
5
悩
み

が
あ
る
、
目
下
試
案
を
練
っ
て
い
ま

す
。
　
阿
部
　
さ
き
ほ
ど
、
宮
沢
さ
ん
か

ら
、
五
百
万
円
所
得
の
農
業
と
い
う

話
し
が
あ
り
ま
し
た
が
、
こ
れ
か
ら

の
農
業
所
得
の
目
標
を
ど
う
し
た
ら

い
い
か
、
み
な
さ
ん
の
考
え
を
聞
か

せ
て
く
だ
さ
い
．

三
人
家
族
で
農
業
粗

生
産
は
六
百
万
円
ぐ

ら
い
必
要
で
す
・
：
と

樋
ロ
さ
ん

　
樋
ロ
　
そ
う
で
す
ね
．
月
ひ
と
り

十
万
円
の
家
計
費
を
充
足
で
き
る
く

ら
い
、
三
人
家
族
と
す
る
と
年
間
三

百
六
＋
万
円
所
得
と
い
う
こ
と
か

な
。
そ
の
た
め
に
は
、
六
百
万
円
位

の
農
業
粗
生
産
が
必
要
で
す
ね
。

　
阿
部
　
関
係
地
区
農
家
の
七
十
五

％
は
農
業
を
や
り
た
い
。
そ
の
う

ち
、
八
十
％
は
米
を
つ
く
り
た
い
と

い
っ
て
い
る
。
地
域
は
、
め
ぐ
ま
れ

た
農
業
条
件
に
あ
る
。
し
か
し
、
今

五
十
ア
ー
ル
は
請
負
耕
作
だ
。
苗
場

開
発
後
は
思
う
存
分
や
り
た
い
。

　
上
村
　
私
は
、
集
約
農
業
で
行
き

た
い
と
思
う
ね
。
杉
苗
を
つ
く
っ
て

い
る
が
、
植
林
す
る
と
き
、
十
ア
ー

ル
あ
た
り
二
百
三
＋
本
植
え
る
と
し

て
、
二
百
五
＋
翰
分
の
苗
木
生
産
し

て
い
ま
す
。

　
樋
回
　
水
田
の
ほ
か
は
、
た
ば
二

作
り
が
主
で
す
が
、
面
積
を
も
っ
と

増
や
し
た
い
。

　
川
田
　
珠
川
は
腐
原
野
菜
が
適
し

て
い
ま
す
。
大
根
、
加
工
ト
マ
ト
、

ホ
ー
レ
ソ
草
な
ど
を
市
場
の
人
の
す

の
う
ち
に
手
を
う
っ
て
お
か
な
い
と

農
楽
を
や
っ
て
い
け
な
く
な
る
だ
ろ

う
。
開
発
地
区
農
業
の
参
謀
本
都
を

市
条
例
で
つ
く
り
た
い
。

　
そ
し
て
、
他
産
地
と
の
競
争
に
勝

て
る
農
業
に
し
て
行
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

苗
場
山
ろ
く
開
発

は
土
地
と
水
の
開

発
だ
。

こ
れ
カ
ら
み
な
さ

ん
と
［
緒
に
能
力

の
開
発
を
考
え
よ

う
…
と
中
島
さ
ん

　
ー
農
業
経
営
は
、
土
地
と
水
と
労

力
と
能
力
が
必
要
だ
。
苗
場
山
ろ
く

開
発
は
、
土
地
と
水
の
開
発
だ
。

　
こ
れ
か
ら
、
み
な
さ
ん
と
一
緒
に

能
力
の
開
発
を
考
え
よ
う
で
は
あ
り

ま
せ
ん
か
、
今
日
は
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
．

す
め
で
は
じ
め
ま
し
た
。

i
世
界
の
人
口
は
、
あ
と
十
年
で

五
十
億
に
な
る
と
い
わ
れ
て
い
る

が
、
イ
ン
ド
な
み
の
食
生
活
水
準

を
ま
か
な
う
生
産
し
か
出
来
な
い

と
い
わ
れ
て
い
る
。
こ
う
い
う
情

勢
を
ふ
ま
え
て
、
こ
れ
か
ら
ど
ん

な
農
業
を
や
る
気
で
す
か
。

轟
・
逸
職

　
譲

高
原
野
菜
づ
く
り
を
　

は
じ
め
た
…
と
語
る
…

川
田
さ
ん

1
他
産
業
や
、
他
地

域
と
の
比
較
で
、
地

域
の
農
業
を
考
え
て

み
た
い
。
　
　
　
＼

竃
轟

懸．『簾

出席者
馨
…
七
月
十
二
日

難
職
…
苗
場
分
室

　
　
　
　
（
水
沢
出
張
所
）

田
の
開
発
な
ら
す
ぐ
意

見
が
ま
と
ま
る
の
だ
が

…
上
村
さ
ん

宮
沢
八
州
男

　
　
　
　
小
黒
沢
）

村
ロ
賢
　
郎

　
　
　
　
（
新
宮
）

上
木
哲
夫

　
　
　
　
（
太
田
島
）

樋
口
武
禾

　
　
　
　
（
中
在
家
）

　
　
田
　
　
幸

　
　
　
　
　
（
珠
川
）

市
側
／
阿
部
苗
場
山
ろ
く

　
　
　
開
発
室
長

農
協
／
石
沢
出
向
職
員

司
会
／
中
魚
沼
農
業
改
良

　
　
　
普
及
所
・
中
島
企

　
　
　
画
教
育
課
長

　　　くだけたところで
　　青友会。
難iメンバーは・納
灘墓翻野してい
灘宮沢ノ｝州朋をリ

蕪多；1ジ勢轡
灘一筆饗難傷
　　どい。
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、
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聡

馨翻とおガ夢3
堺貞

醗騰難鷲鱗灘

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
劇

緑
豊
か
な
農
業
を
・
灘辮灘

繊
閣
彊
鱈

諺
灘
雛
　
　
擁
霧
撒
　
　
　
　
　
　
畿
霧
㎜
雛
鋤
義
簗
辮
難

…
と
農
業
の
発
展
を
め
ざ
し

，ノ…溺

水
沢
、
六
箇
、
川
治
の
広
大
な
台
地
を
開
発
す
る
苗
場
山
ろ
く
農
業

開
発
事
業
を
本
市
の
重
点
事
業
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
こ
の
計
画
は
、
農
業
開
発
と
同
時
に
清
津
川
多
目
的
ダ
ム
か
ら
の
水

資
源
確
保
と
い
う
本
市
将
来
を
左
右
す
る
問
題
も
含
ん
で
い
ま
す
。

　
こ
の
開
発
は
、
新
し
い
農
業
に
向
っ
て
の
跳
躍
台
と
な
る

だ
ろ
り
つ
o

　
以
下
、
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
無

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　羅

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ず　ド　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　　　　ロ　　し　　　　　　　　　　　　　　　　　　　オぷ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　難

第3種郵便物認可）昭和49年8月1。日麟難

霧
羅
構
雛
　
纏
顯
　
　
諺
擁

譲

霧
淵
　
㎜
霧

，
惚
．
羅
、
軍

苗
場
山
ろ
く
地
域

国
営
総
合
農
地
開

発
事
業

（
十
日
町
市
地
区
）

　
第
二
地
区
は
、
津
南
原
の
千
六
百

診
で
、
実
施
設
計
に
着
手
、
明
年
着

川
ま
で
の
間
と
、
東
田
沢
の
一
部
の

約
千
五
百
診
。
台
地
上
の
約
七
百
紛

な
お
、
水
源
は
清
津
川
多
目
的
ダ

ム
に
依
存
し
て
確
保
す
る
方
針
で
す

（第3種郵便物認可）昭和49年8月10日

　　　　　　　　　譲
　　　　　　　　　　　　　　き　　　　　

　　　　萎

　　　　

　　　

嚢

、
艦
》

　
　
　
　
　
　
　
　
　
喜

　
　
　
　
　
　
　
♪

　
　
　
　
　
　
　
　
　
重
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
珠

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

　
　
　
　
　
　
　
　
　
丸

緑
豊
か
な
大
地
に

　
私
に
は
、
土
に
取
り
組
む
能
力
し

か
あ
り
ま
せ
ん
。

　
荒
れ
た
台
地
を
豊
か
な
緑
地
帯
に

生
ま
れ
か
わ
ら
せ
る
た
め
、
農
業
政

策
を
重
視
し
、
市
の
動
向
を
み
つ
め

な
が
ら
、
個
々
の
力
は
弱
く
て
も
、

そ
れ
を
結
集
し
、
こ
の
大
事
業
を
成

功
さ
せ
よ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

批
判
よ
り
実
践

　
私
は
農
民
と
し
て
、
目
先
き
の
損

得
よ
り
、
自
然
と
と
も
に
生
き
る
よ

ろ
こ
び
、
郷
土
を
愛
し
つ
づ
け
て
生

き
る
意
義
を
感
じ
ま
す
。
苗
場
開
発

を
成
功
さ
せ
、
よ
く
い
わ
れ
る
よ
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
夫
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
光
沢

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
葺
嬬

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
葉
（

に
批
判
よ
り
も
実
践
に
加
わ
る
一
人

に
な
り
た
い
と
考
え
ま
す
。

彦誘ガ蓄お113）

　開発後は思う存分やりたい・…と宮沢　　　、

さんはいいきります．

　港がり角といわれる農業ヤその農業に本市

は苗場山ろく農業開発という空前絶後の開発

構想があります，

　7月12日、開発地区内5名の若者から集まっ

ていただき、意見交換など行ないました。

、
婁
麟
’

　
た
し
か
に
や
り
が
い
の
あ
る
仕
事
だ
…
…
と
お
っ
し
ゃ

い
ま
す
。
し
か
し
農
業
に
生
き
る
こ
と
に
心
配
の
あ
ま
り

夜
眠
れ
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

　
で
も
、
そ
れ
ぞ
れ
苦
し
み
を
の
り
こ
え
て
…
－

　
農
業
騰
購
騰
鐵
「
－

i
苗
場
山
ろ
く
開
発
は
、
空
前
絶

後
の
開
発
構
想
と
思
う
が
、
若
い

農
業
者
の
み
な
さ
ん
か
ら
、
「
農
業

　に

生
き
る
、
農
業
に
か
け
る
」
と
い

う
こ
と
で
お
話
し
を
。

　
村
山
　
誰
れ
も
拘
束
さ
れ
ず
に
生

き
ら
れ
る
こ
と
が
農
業
の
魅
力
。
そ

棄凌

　
　
　
　
　
　
ひ

か
舞
加
ノ
穿髪

苗場山ろく農業開発に期

〆
宮
沢
　
規
模
を
大
き
く
、
所
得
率

の
高
い
農
業
に
し
て
い
き
た
い
。
そ

の
た
め
に
甚
盤
整
備
が
必
要
だ
．
十

ア
！
ル
あ
た
り
の
労
仙
力
を
み
る
と

整
備
し
な
い
と
こ
ろ
は
、
卜
六
人
、

整
備
し
た
と
こ
み
、
は
、
六
人
で
い
い

と
い
う
こ
と
に
な
る
．

騨飽㎜
デ
ン
マ
ー
ク
の
農
業
は

、
ゆ
っ
た
り
と
し
て
優
雅

…
…
と
語
る
村
山
さ
ん

　
村
山
　
酪
農
国
デ
ン
マ
ー
ク
ヘ
行

ぐ
機
会
に
恵
ま
れ
ま
し
た
が
、
生
活

は
ゆ
っ
た
り
と
し
て
優
雅
、
日
曜
目

は
乳
し
ぽ
り
だ
け
で
し
た
。
私
の
夢

は
　
週
休
と
い
う
か
、
忙
が
し
い
か

ら
一
日
く
ら
い
は
休
も
う
で
は
な
い

か
と
い
う
よ
う
な
生
活
、
そ
の
う

み
へ
も
う
か
る
農
業
が
で
ぎ
た
ら
す

ぽ
ら
し
い
。

　
阿
部
　
最
近
ば
、
農
業
者
、
農
家

の
定
義
を
変
え
る
必
要
が
あ
る
。
農

業
だ
け
で
都
市
な
み
の
生
活
を
し
て

い
る
家
、
農
業
で
生
計
を
た
て
て
い

る
人
を
農
業
者
と
す
る
見
万
が
必
要

と
思
い
ま
す
。

れ
に
プ
ラ
ス
時
間
的
ゆ
と
り
を
加
え

ら
れ
る
農
業
経
営
を
L
た
い
。

難
難

　
折
角
の
“
や
る
気
”

生
か
し
て
い
く

よ
う
な
バ
ッ
ク

グ
ラ
ウ
ン
ド
が

今
こ
そ
…

　
宮
沢
　
現
在
．
五
百
ア
ー
ル
の
水

田
を
耕
作
し
て
い
る
　
う
ち
、
二
百

苗
場
開
発
に
賭
け
る

宮
沢
さ
ん

⊂
《夢怒

1

》誓

青
友
会
の
仲
間
と
一
人

五
百
万
円
所
得
の
農
業

を
や
り
た
い
と
話
し
あ

…
っ
て
い
る
：
：

　轟崖鍵

　
宮
沢
　
市
内
に
十
人
の
気
の
あ
っ

た
青
友
会
と
い
う
仲
間
が
い
る
が
、

そ
こ
で
・
十
人
で
百
紛
め
ざ
し
た
農

業
を
や
ろ
う
じ
ゃ
、
な
い
か
と
話
し
あ

っ
て
い
る
。
た
型
ト
ラ
ク
タ
ー
と
育

苗
セ
ン
タ
ー
を
も
ち
、
コ
ソ
バ
イ
ソ

と
ラ
イ
ス
セ
ソ
タ
ー
を
組
み
あ
わ
せ

た
稲
作
な
ら
ば
、
所
得
率
の
高
い
農

業
が
出
来
る
と
思
う
。
そ
し
て
ひ
と

り
五
百
万
円
所
得
の
農
業
を
や
り
た

い
。
　
川
田
　
こ
れ
か
ら
大
規
模
農
業
を

め
ざ
す
に
は
、
流
通
ル
ー
ト
が
な
ん

と
し
て
も
必
要
だ
。

　
上
村
開
発
は
田
と
い
う
考
え
を

し
て
い
な
い
か
ら
、
畑
と
い
う
と
意

見
が
ま
と
ま
ら
な
い
。

農業後継者に夢1と希望を与えよう
自由にかんがいができ、道ぶしん、堰ぶしん・畑の草取りなど苫痛

のない農業の場をつくって、若者の夢と希望を郷土ではたさせよう。

　
石
沢
　
流
通
の
問
題
は
、
現
状
で

は
量
が
ま
と
ま
ら
な
い
と
い
5
悩
み

が
あ
る
、
目
下
試
案
を
練
っ
て
い
ま

す
。
　
阿
部
　
さ
き
ほ
ど
、
宮
沢
さ
ん
か

ら
、
五
百
万
円
所
得
の
農
業
と
い
う

話
し
が
あ
り
ま
し
た
が
、
こ
れ
か
ら

の
農
業
所
得
の
目
標
を
ど
う
し
た
ら

い
い
か
、
み
な
さ
ん
の
考
え
を
聞
か

せ
て
く
だ
さ
い
．

三
人
家
族
で
農
業
粗

生
産
は
六
百
万
円
ぐ

ら
い
必
要
で
す
・
：
と

樋
ロ
さ
ん

　
樋
ロ
　
そ
う
で
す
ね
．
月
ひ
と
り

十
万
円
の
家
計
費
を
充
足
で
き
る
く

ら
い
、
三
人
家
族
と
す
る
と
年
間
三

百
六
＋
万
円
所
得
と
い
う
こ
と
か

な
。
そ
の
た
め
に
は
、
六
百
万
円
位

の
農
業
粗
生
産
が
必
要
で
す
ね
。

　
阿
部
　
関
係
地
区
農
家
の
七
十
五

％
は
農
業
を
や
り
た
い
。
そ
の
う

ち
、
八
十
％
は
米
を
つ
く
り
た
い
と

い
っ
て
い
る
。
地
域
は
、
め
ぐ
ま
れ

た
農
業
条
件
に
あ
る
。
し
か
し
、
今

五
十
ア
ー
ル
は
請
負
耕
作
だ
。
苗
場

開
発
後
は
思
う
存
分
や
り
た
い
。

　
上
村
　
私
は
、
集
約
農
業
で
行
き

た
い
と
思
う
ね
。
杉
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を
つ
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っ
て

い
る
が
、
植
林
す
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と
き
、
十
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ー
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あ
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り
二
百
三
＋
本
植
え
る
と
し

て
、
二
百
五
＋
翰
分
の
苗
木
生
産
し

て
い
ま
す
。

　
樋
回
　
水
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の
ほ
か
は
、
た
ば
二

作
り
が
主
で
す
が
、
面
積
を
も
っ
と

増
や
し
た
い
。

　
川
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珠
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は
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野
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が
適
し
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ま
す
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加
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マ
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レ
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市
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の
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の
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や
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る
だ
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開
発
地
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例
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他
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開
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み
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を
考
え
よ

う
…
と
中
島
さ
ん

　
ー
農
業
経
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地
と
水
と
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と
能
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が
必
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だ
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開
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地
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水
の
開
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に
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開
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は
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情
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ま
え
て
、
こ
れ
か
ら
ど
ん

な
農
業
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す
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。
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／
石
沢
出
向
職
員

司
会
／
中
魚
沼
農
業
改
良

　
　
　
普
及
所
・
中
島
企

　
　
　
画
教
育
課
長

　　　くだけたところで
　　青友会。
難iメンバーは・納
灘墓翻野してい
灘宮沢ノ｝州朋をリ

蕪多；1ジ勢轡
灘一筆饗難傷
　　どい。

一



h
、
h
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畿
覇
糖
灘
鼎
離

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
譲

あなたの健康を

守る国保

欝
魏
欝
懸
籔
懇
燃

養難蟹響騨繋響
　市保健課は、このほ。聖ゴ名ケ山言

落57世帯び）L婦を対象に健康ノ’ン

ケート、凋査を実施しました．，

間，1年以内に血圧をはかりま

　したか一。

［定しない

　45，2％

’則定した

　　　54．8％

年
々
増
え
る
療
養
給
付
費

　
国
民
健
康
保
険
制
度
1
も
う
す

（
、
か
り
お
な
じ
み
の
こ
と
ば
で
す
。

　
病
気
や
ケ
ガ
な
ど
に
よ
る
不
時
の

出
費
に
対
し
て
、
ふ
だ
ん
か
ら
保
険

料
を
出
し
あ
い
、
国
も
こ
れ
に
拠
出

し
て
医
療
費
を
負
担
す
る
制
度
で
す

　
国
保
で
お
医
者
さ
ん
に
か
か
る
と

治
療
費
の
三
割
を
臼
己
負
担
、
残
り

の
七
割
は
国
保
が
お
医
者
さ
ん
に
支

払
う
の
で
す
。
こ
の
費
用
は
年
々
大

　
き
く
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
で
は
、
い
っ
た
い
そ
の
原
因
は
、

ど
こ
に
あ
る
の
で
し
ょ
う
．

医
療
費
が
伸
び
れ
ば

保
険
料
も

医
療
費
が
伸
び
る
と
、
当
然
そ
れ

問，その結果はどうでしたか。

※約半数の人

　が血圧に異

常がありま　　　　　要

し規　　25％注　　普
　　　　　　　　　意　　　通

　　　　　　　　　　　　5i
　　　　　　高い　　　　％

　　　　　　　24％

施
獺
擁
墾
影
馨
暇
講
辮
鋼

　
し
か
し
、
い
っ
た
ん
病
気
に
な
っ
た
と
き
は
、

あ
り
が
た
い
国
民
健
康
保
険
制
度
。

　
市
で
は
、
昭
和
四
十
八
年
度
国
保
会
計
の
し
め

く
く
り
を
し
た
と
こ
ろ
、
四
十
七
年
度
に
比
較
し
て

＝
二
・
三
％
増
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
老
人
、
妊
産
婦
、
乳
児
等
の
医
療
費
公
費
負
担

の
影
響
と
、
医
療
費
の
値
上
げ
に
よ
る
も
の
で
、
四
月
3

若
干
の
増
額
措
置
を
と
ら
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
で
し
た
。

こ
れ
は
全
国
的
な
傾
向
と
し
て
あ
ら
わ
れ
て
い
ま
す
。

で
は
、
そ
の
原
因
は
ど
こ
に
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
、

み
ん
な
で
考
え
て
み
ま
し
ょ
う

問，献立をたてるとき、つぎのど

　れに重きをおきますか一。

※家族の好み

　にあ才）せる

　カず39．1％之

　トツブをし

　めました。

　
　
％

　
　
鎗

家
族
の
好
み

済

中心

，6％

に
伴
っ
て
国
保
会
計
か
ら
お
医
者
さ

ん
に
支
払
う
七
割
の
療
養
給
付
金
も

ふ
え
、
そ
れ
に
比
例
し
て
、
み
な
さ

ん
か
ら
納
入
し
て
い
た
だ
く
保
険
料

も
増
え
て
く
る
わ
け
で
す
。

　
咋
年
度
、
市
国
保
会
計
か
ら
支
払

っ
た
医
療
費
は
、
別
表
の
よ
う
に
、

保
険
料
の
三
・
五
倍
に
も
な
っ
て
い

ま
す
．

30，000

口医療費 28．8ω

羅保険料
25，000

24，000

20，（100

18 400

15，400

15，000

12，700

10，000

＆000

，300
6・1繋 難

5，000
3，800

4，600 悼’、

蓉’

金額 44 45 46 47 48

毎㎏

の
ぞ
ま
れ
る
早
期
発
見
、
早
期
治
療

　
さ
ら
に
、
国
保
会
計
が
大
き
く
な

る
原
因
は
、
①
療
養
件
数
が
大
幅
に

増
え
て
い
る
こ
と
②
入
院
の
長
期
化

傾
向
③
被
保
険
者
の
減
少
な
ど
が
あ

げ
ら
れ
ま
す
が
、
今
ま
で
見
て
き
た

よ
う
に
、
医
療
費
が
年
々
増
え
て
い

医療費と保険料の推移1人当

る
こ
と
が
最
大
の
原
因
の
よ
う
で

す
。　
み
ん
な
で
健
康
に
注
意
す
る
と
と

も
に
病
気
の
早
期
発
見
、
早
期
治
療

を
し
て
、
健
康
管
理
に
つ
と
め
た
い

も
の
で
す
。

七
月
か
ら

国民健康保険制度のしくみ

　　　　　　、露欝ン甑
　†日町市役所　　　　　　　シ
　　保健課齢・・叫を
　　　　　　串餌る

》　　　　　審査する
　　　　　　　　国保連合会
．　〈へく　、、

置

　
高
額
療
養
費
支

　
給
制
度
新
設

　
市
は
、
高
額
療
養
費
支
給
制
度
を

新
設
、
七
月
一
日
診
察
分
か
ら
実
施

し
て
い
ま
す

　
こ
れ
は
、
一
人
の
患
者
が
同
一
の

医
療
機
関
の
窓
ロ
ヘ
支
払
う
一
部
負

担
金
（
三
割
）
が
一
ヵ
月
三
万
円
を

こ
え
た
と
き
、
そ
の
こ
え
た
分
を
給

付
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

　
申
請
手
続
き
は

　
診
察
が
終
る
と
、
医
療
機
関
か
ら

診
療
報
酬
明
細
書
が
市
役
所
保
健
課

に
送
付
さ
れ
ま
す
．
市
で
調
査
を
し

て
か
ら
、
該
当
者
に
連
絡
し
ま
す
の

で
、
市
に
申
請
に
き
て
い
た
だ
く
こ

と
に
な
り
ま
す
。

瀟㎜

灘
忘
れ
る
と
損

を
す
る

　
転
出
や
社
会
保
険
加
入
な
ど
で
、

国
保
の
資
格
を
失
な
っ
た
の
に
、
届

出
夕
忘
れ
、
そ
の
ま
さ
受
診
を
続
け

酋
㊨
藁

8
　
　
　
　
』
『
　
「

　
　
　
　
　
ー

　
　
　
　
1

　
　
　
　
1

　
　
　
保
険
医

へ
9
ξ

　
0
ト
ソ

一請求する

て
い
る
と
、
国
保
か
ら
の
七
割
給
付

は
で
き
ず
、
さ
ら
に
、
社
会
保
険
で

も
、
本
人
に
保
険
証
を
渡
し
た
後
の

も
の
に
つ
い
て
、
払
い
戻
し
が
出
来

ぬ
場
合
が
あ
り
、
損
を
す
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ

い
。　

交
通
事
故
と
国
保

　
■
交
通
事
故
で
ケ
ガ
を
し
た
場
．

合
、
国
保
を
使
え
ま
す
か

　
　
　
　
　
　
（
千
歳
町
Y
生
）

　
交
通
事
故
の
ケ
ガ
の
治
療
費
は

基
本
的
に
は
、
加
害
者
が
負
担
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
し
か
し
、
国
保
が
加
害
者
に
一
目

時
か
わ
っ
て
医
療
費
を
支
払
う
こ
…

，
と
が
で
き
ま
す
。

　
後
日
、
国
保
が
加
害
者
に
請
求

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
（
交
通
』
一
…

悪
は
除
く
）

　
被
害
者
が
国
保
の
保
険
証
を
使

…
う
と
き
は
、
「
第
三
者
行
為
に
よ
る

，
被
害
届
」
を
市
役
所
保
健
課
に
出

し
て
く
だ
さ
い
，

（第3種郵便物認可）昭和49年8月10日とお』が夢205）

　
市
展
の
作
品
を
募
集

　
こ
と
し
も
、
市
美
術
展
の
出

品
作
品
を
募
集
し
ま
す
，

　
作
品
は
日
本
画
、
洋
画
、
新

し
い
美
術
、
彫
塑
、
書
道
、
写

真
の
六
部
門
で
、
九
月
二
十
八

日
午
後
八
時
ま
で
に
市
公
民
館

へ
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。
（
出
品

料
一
点
五
百
円
）

　
県
芸
術
祭
に
ご
参
加
を

　
合
唱
、
演
劇
部
門
と
も
九
月

十
日
ま
で
に
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
o

　
申
し
込
み
先
ー
中
越
教
育
事

務
所
社
会
教
育
課
曾
三
四
－
三

一
一
一
番
へ
。こ
蜷

ミ
ノ
ノ

　
軽
自
動
車
の
検
査
は

　
済
み
ま
し
た
か
1

　
軽
自
動
車
は
、
検
査
を
受
け

な
い
と
使
用
で
き
ま
せ
ん
。

　
ま
だ
検
査
の
済
ん
で
い
な
い

方
は
、
最
寄
り
の
販
売
店
等
で

あ
な
た
の
車
の
検
査
期
限
等
を

お
確
か
め
く
だ
さ
い
。

　
「
ま
む
し
に
」

　
　
　
か
ま
れ
た
ら
…
…

　
「
ま
む
し
」
に
か
ま
れ
た
方
は

抗
毒
素
を
備
え
つ
け
て
“
る
、

つ
ぎ
の
病
院
で
手
当
を
受
け
て

く
だ
さ
い
。
十
日
町
病
院
曾
二

－
三
一
六
一
番
、
中
条
病
院
曾

七
－
三
〇
一
八
番

　
鈴
虫
を
ど
う
ぞ
：
…

　
リ
リ
ン
く
と
鳴
く
鈴
虫
。

こ
の
鈴
虫
を
飼
育
し
て
い
る
平

野
善
友
（
美
雪
町
）
さ
ん
は
、
鈴

　
　
　
　
　
　
虫
を
欲
し
い

㊤
　
　
　
　
　
　
人
に
タ
ダ
で

　
　
　
　
　
　
さ
し
あ
げ
て

　
　
　
　
　
　
　
い
ま
す
o

　
　
　
　
　
　
　
残
り
は
わ

ず
か
で
す
。
希
望
者
は
ど
う
ぞ

曾
七
1
0
三
一
三
番
。

…
∞
　
趨
”
鍵
鰻
鞭

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

卜川駐川

蝋

川11川川”m”“ll

慧灘薄鞭

た
集
落
が
あ
る
。
空
気
は
ひ
ん
や
り
と
し
て
、
ク
ー
ラ

ー
の
な
か
の
よ
う
に
し
の
ぎ
や
す
い
…
・
：
。

　
今
回
は
、
こ
れ
ら
の
地
城
で
活
躍
す
る
七
名
の
方
か

ら
、
通
信
員
と
し
て
部
落
の
話
題
を
提
供
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
．
譲
馨

過
疎
問
題
は
み
ん

な
の
協
力
で
…
…

尾身昭一
　（中手）

　
中
羊
部
落
は
、
水
田
総
面
積
十
四

診
で
す
が
昨
年
と
今
年
で
三
診
ほ
ど

の
基
盤
整
備
が
な
さ
れ
、
ま
た
、
二

十
一
戸
の
部
落
で
、
昨
年
は
＝
，
戸
来

年
ま
た
四
戸
が
改
築
さ
れ
ま
す
。

　
こ
の
こ
と
は
、
と
り
も
な
お
さ
ず

部
落
に
定
着
し
よ
う
と
い
う
考
え
の

あ
ら
わ
れ
だ
と
思
い
ま
す
．

　
今
年
の
冬
は
、
四
摺
近
い
豪
雪
で

し
た
が
、
市
か
ら
数
回
に
わ
た
っ
て

ブ
ル
ド
ー
ザ
に
よ
る
圧
雪
を
し
て

い
た
だ
き
、
ま
た
そ
の
機
会
に
家
の

ま
わ
り
の
除
雪
も
す
ま
せ
、
出
稼
ぎ

の
る
す
家
族
は
ほ
っ
と
し
ま
し
た
。

　
住
民
の
熱
意
と
努
力
、
行
政
機
関

の
援
助
、
み
ん
な
で
力
を
合
わ
せ
れ

ば
、
過
疎
問
題
も
な
ん
と
か
な
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

郷
民
運
動
会

日
本
人
は
祭
り
が
好
き
だ
と
い
わ

●¢

～

　
　
　
　
　
！
　
　
　
　
　
　
　
｝
　
　
　
ノ

れ
る
。
以
前
は
、
節
句
、
昭
休
み
、

土
用
祭
り
、
鎮
守
の
祭
り
等
数
多
く

の
祭
り
が
あ
り
、
こ
ぞ
っ
て
休
み
、

こ
ぞ
っ
て
遊
ん
だ
。
こ
れ
が
青
年
男

女
の
交
際
の
場
で
あ
り
、
仕
事
の
は

げ
み
に
も
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
今

の
農
山
村
で
は
、
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ

な
く
な
り
ま
し
た
。

　
私
達
の
飛
渡
部
落
は
、
飛
渡
郷
あ

橋本定幸
　（新水）

げ
て
の
「
郷
民
運
動
会
」
が
今
も
続

け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
日
ば
か
り
は
、
老
若
男
女
が

五
チ
ー
ム
に
別
れ
、
優
勝
カ
ッ
ブ
を

か
け
て
大
熱
戦
を
展
開
し
ま
す
．

　
こ
の
日
は
、
ま
た
、
部
落
民
同
志

の
楽
し
い
歓
談
の
場
で
も
あ
り
ま
す

　
負
け
る
も
よ
し
、
勝
つ
も
よ
し
、

す
べ
て
を
忘
れ
て
、
明
る
く
楽
し
い

一
日
e
す
。

　
部
落
再
評
価

魏・

高橋茂夫
　（大池）

「
北
越
北
線
津
池
駅
よ
り
車
で
十

分
。
浦
佐
新
幹
線
停
車
駅
、
関
越
高

速
イ
ソ
タ
ー
チ
ェ
ソ
ジ
よ
り
車
で
一

時
間
半
。
緑
多
し
、
野
鳥
豊
富
。
冬

は
雪
多
し
」
…
…
こ
ん
な
別
荘
地
の

新
聞
広
告
を
不
動
産
屋
が
出
し
て
も

不
当
広
告
に
な
ら
な
い
の
が
ぽ
く
の

部
落
で
す
。
　
「
雪
多
し
」
の
一
言
で

（
？
）
過
疎
現
象
が
こ
こ
十
年
あ
ま

り
極
端
に
表
わ
れ
て
い
る
の
が
非
常

に
残
念
で
す
．

　
し
か
し
、
最
近
、
セ
ヵ
ン
ド
ハ
ウ

ス
的
の
考
え
で
資
本
を
投
資
す
る
人

も
ポ
ッ
ポ
ッ
出
て
き
た
よ
う
で
す
。

　
「
公
害
」
と
い
う
言
葉
が
そ
う
で

あ
っ
た
よ
う
に
「
雪
害
」
と
い
丘
言

葉
が
も
っ
と
も
っ
と
一
般
に
通
用
し

ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
の
「
雪
多
し
」
と
い

う
よ
う
に
な
っ
て
欲
し
い
と
思
い
ま

す
．
そ
ん
な
夢
を
持
ち
、
こ
の
部
落

を
再
評
価
し
た
い
レ
思
っ
て
い
ま
す

…
活
躍
す
る
「
あ
け
ぼ
の
会
」

山ロ庄治郎
　（馬場二）

　
私
の
部
落
で
は
、
老
人
ク
ラ
ブ

「
あ
け
ぼ
の
会
」
の
人
達
が
自
主
的

に
作
業
を
続
け
て
お
り
、
部
落
民
に

感
謝
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
重
た
、
馬
場
小
学
校
児
童
会
は
、

去
る
六
月
下
旬
か
ら
、
自
分
達
で
計

画
し
た
早
朝
の
運
動
を
実
施
し
て
い

ま
す
。
村
の
青
年
団
は
、
以
前
か
ら

毎
月
一
斉
消
毒
を
行
な
い
、
こ
と
し

も
カ
ヤ
の
い
ら
な
い
快
適
な
夏
を
す

ご
せ
ま
す
。
こ
れ
ら
は
、
ほ
ん
の
一

例
で
す
が
、
お
互
い
に
地
域
の
発
展

を
願
い
心
の
ふ
れ
あ
う
温
か
な
住
み

よ
い
生
活
環
境
づ
く
り
に
努
力
し
て

い
ま
す
。

㎜
獅
子
頭
が
か
け
ま
わ
る

富井寅七
（水沢第二）

　
老
人
会
の
公
共
物
（
公
会
堂
、
神

社
、
墓
地
等
）
の
清
掃
、
草
取
り
．

青
年
団
に
よ
る
年
数
回
の
は
え
・
蚊

等
の
一
斉
消
毒
。
婦
人
会
を
中
心
に

し
た
交
通
安
全
運
動
に
対
す
る
協
力

な
ど
各
種
団
体
の
地
道
な
奉
仕
活
動

が
続
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
春
・
秋
の
祭
礼
に
は
、
他

で
は
あ
ま
り
見
ら
れ
な
い
「
獅
子

頭
」
が
若
者
達
に
よ
り
、
勢
よ
く
村

中
を
か
け
廻
り
ま
す
。
春
の
フ
ェ
ン

現
象
時
に
は
、
ひ
さ
し
ぷ
り
に
、
小

学
生
達
に
よ
る
「
火
の
用
心
」
の
元

気
な
声
も
聞
か
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
に
、
老
も
若
ぎ
も
力
を

あ
わ
せ
て
活
躍
を
続
け
て
い
ま
す
。

松
茸
会
を
結
成

大熊平治郎

　（上原）

　
こ
こ
四
・
五
年
の
間
に
、
二
十

七
、
八
軒
だ
っ
た
上
原
部
落
は
　
六

十
軒
以
上
に
な
っ
た
．
十
年
位
前
ま

で
は
青
年
会
が
あ
り
、
小
部
落
な
が

ら
も
若
い
衆
で
、
村
の
祭
り
、
桶
流

し
、
盆
踊
り
な
ど
を
や
り
、
連
帯
感

も
あ
っ
た
。
だ
が
今
で
は
同
じ
部
落

の
人
間
で
あ
り
な
が
ら
、
ど
こ
の
誰

か
わ
か
ら
な
い
人
が
多
く
な
っ
て
し

ま
っ
た
．
そ
こ
で
、
部
落
の
二
十
五

歳
～
四
十
二
歳
ま
で
の
入
達
が
集
ま

り
，
み
ん
な
が
知
り
あ
い
、
語
り
あ

っ
て
明
る
く
楽
し
い
部
落
に
し
て
い

こ
う
と
、
四
月
に
会
を
結
成
し
た
。

　
会
の
名
称
は
「
松
茸
会
」
。
会
員

は
二
十
七
名
で
あ
る
。
親
睦
を
目
的

と
し
た
、
長
続
き
の
す
る
会
に
し
よ

う
と
張
り
切
っ
て
い
る
。

十
二
山
の
神
祭
り

野上武衛
（山新田）

　
私
た
ち
の
部
落
に
十
二
山
の
神
祭

り
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
れ
は
、
燃
料
の
「
ぼ
い
」
や

「
こ
ろ
」
を
切
り
に
山
に
入
る
（
山

開
き
）
前
に
、
十
二
山
の
神
を
祭
っ

て
、
山
仕
事
が
一
年
中
無
事
で
行
な

わ
れ
る
よ
う
お
祈
り
す
る
行
事
で

す
。　
ま
ず
、
三
月
十
一
日
、
部
落
の
お

宮
で
つ
ぎ
の
準
備
を
し
ま
す
．

　
弓
は
杉
枝
、
矢
は
よ
し
で
作
り
、

ま
と
は
半
紙
に
五
重
丸
を
書
き
、
上

に
奉
納
、
十
二
山
の
神
と
書
き
横
に

住
所
、
氏
名
を
書
く
、
供
物
は
だ
ん

ご
。
以
上
の
進
備
が
終
わ
る
と
、
三

月
＋
二
日
早
朝
、
女
の
人
に
あ
わ
な

い
よ
う
で
か
け
、
山
仕
事
の
無
事
を

祈
っ
て
矢
を
射
る
わ
け
で
す
。



h
、
h

帽4）と」『∬夢豊（第3種郵便物認可）昭和49年8月10日

畿
覇
糖
灘
鼎
離

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
譲

あなたの健康を

守る国保

欝
魏
欝
懸
籔
懇
燃

養難蟹響騨繋響
　市保健課は、このほ。聖ゴ名ケ山言

落57世帯び）L婦を対象に健康ノ’ン

ケート、凋査を実施しました．，

間，1年以内に血圧をはかりま

　したか一。

［定しない

　45，2％

’則定した

　　　54．8％

年
々
増
え
る
療
養
給
付
費

　
国
民
健
康
保
険
制
度
1
も
う
す

（
、
か
り
お
な
じ
み
の
こ
と
ば
で
す
。

　
病
気
や
ケ
ガ
な
ど
に
よ
る
不
時
の

出
費
に
対
し
て
、
ふ
だ
ん
か
ら
保
険

料
を
出
し
あ
い
、
国
も
こ
れ
に
拠
出

し
て
医
療
費
を
負
担
す
る
制
度
で
す

　
国
保
で
お
医
者
さ
ん
に
か
か
る
と

治
療
費
の
三
割
を
臼
己
負
担
、
残
り

の
七
割
は
国
保
が
お
医
者
さ
ん
に
支

払
う
の
で
す
。
こ
の
費
用
は
年
々
大

　
き
く
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
で
は
、
い
っ
た
い
そ
の
原
因
は
、

ど
こ
に
あ
る
の
で
し
ょ
う
．

医
療
費
が
伸
び
れ
ば

保
険
料
も

医
療
費
が
伸
び
る
と
、
当
然
そ
れ

問，その結果はどうでしたか。

※約半数の人

　が血圧に異

常がありま　　　　　要

し規　　25％注　　普
　　　　　　　　　意　　　通

　　　　　　　　　　　　5i
　　　　　　高い　　　　％

　　　　　　　24％

施
獺
擁
墾
影
馨
暇
講
辮
鋼

　
し
か
し
、
い
っ
た
ん
病
気
に
な
っ
た
と
き
は
、

あ
り
が
た
い
国
民
健
康
保
険
制
度
。

　
市
で
は
、
昭
和
四
十
八
年
度
国
保
会
計
の
し
め

く
く
り
を
し
た
と
こ
ろ
、
四
十
七
年
度
に
比
較
し
て

＝
二
・
三
％
増
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
老
人
、
妊
産
婦
、
乳
児
等
の
医
療
費
公
費
負
担

の
影
響
と
、
医
療
費
の
値
上
げ
に
よ
る
も
の
で
、
四
月
3

若
干
の
増
額
措
置
を
と
ら
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
で
し
た
。

こ
れ
は
全
国
的
な
傾
向
と
し
て
あ
ら
わ
れ
て
い
ま
す
。

で
は
、
そ
の
原
因
は
ど
こ
に
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
、

み
ん
な
で
考
え
て
み
ま
し
ょ
う

問，献立をたてるとき、つぎのど

　れに重きをおきますか一。

※家族の好み

　にあ才）せる

　カず39．1％之

　トツブをし

　めました。

　
　
％

　
　
鎗

家
族
の
好
み

済

中心

，6％

に
伴
っ
て
国
保
会
計
か
ら
お
医
者
さ

ん
に
支
払
う
七
割
の
療
養
給
付
金
も

ふ
え
、
そ
れ
に
比
例
し
て
、
み
な
さ

ん
か
ら
納
入
し
て
い
た
だ
く
保
険
料

も
増
え
て
く
る
わ
け
で
す
。

　
咋
年
度
、
市
国
保
会
計
か
ら
支
払

っ
た
医
療
費
は
、
別
表
の
よ
う
に
、

保
険
料
の
三
・
五
倍
に
も
な
っ
て
い

ま
す
．

30，000

口医療費 28．8ω

羅保険料
25，000

24，000

20，（100

18 400

15，400

15，000

12，700

10，000

＆000

，300
6・1繋 難

5，000
3，800

4，600 悼’、

蓉’

金額 44 45 46 47 48

毎㎏

の
ぞ
ま
れ
る
早
期
発
見
、
早
期
治
療

　
さ
ら
に
、
国
保
会
計
が
大
き
く
な

る
原
因
は
、
①
療
養
件
数
が
大
幅
に

増
え
て
い
る
こ
と
②
入
院
の
長
期
化

傾
向
③
被
保
険
者
の
減
少
な
ど
が
あ

げ
ら
れ
ま
す
が
、
今
ま
で
見
て
き
た

よ
う
に
、
医
療
費
が
年
々
増
え
て
い

医療費と保険料の推移1人当

る
こ
と
が
最
大
の
原
因
の
よ
う
で

す
。　
み
ん
な
で
健
康
に
注
意
す
る
と
と

も
に
病
気
の
早
期
発
見
、
早
期
治
療

を
し
て
、
健
康
管
理
に
つ
と
め
た
い

も
の
で
す
。

七
月
か
ら

国民健康保険制度のしくみ

　　　　　　、露欝ン甑
　†日町市役所　　　　　　　シ
　　保健課齢・・叫を
　　　　　　串餌る

》　　　　　審査する
　　　　　　　　国保連合会
．　〈へく　、、

置

　
高
額
療
養
費
支

　
給
制
度
新
設

　
市
は
、
高
額
療
養
費
支
給
制
度
を

新
設
、
七
月
一
日
診
察
分
か
ら
実
施

し
て
い
ま
す

　
こ
れ
は
、
一
人
の
患
者
が
同
一
の

医
療
機
関
の
窓
ロ
ヘ
支
払
う
一
部
負

担
金
（
三
割
）
が
一
ヵ
月
三
万
円
を

こ
え
た
と
き
、
そ
の
こ
え
た
分
を
給

付
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

　
申
請
手
続
き
は

　
診
察
が
終
る
と
、
医
療
機
関
か
ら

診
療
報
酬
明
細
書
が
市
役
所
保
健
課

に
送
付
さ
れ
ま
す
．
市
で
調
査
を
し

て
か
ら
、
該
当
者
に
連
絡
し
ま
す
の

で
、
市
に
申
請
に
き
て
い
た
だ
く
こ

と
に
な
り
ま
す
。

瀟㎜

灘
忘
れ
る
と
損

を
す
る

　
転
出
や
社
会
保
険
加
入
な
ど
で
、

国
保
の
資
格
を
失
な
っ
た
の
に
、
届

出
夕
忘
れ
、
そ
の
ま
さ
受
診
を
続
け

酋
㊨
藁

8
　
　
　
　
』
『
　
「

　
　
　
　
　
ー

　
　
　
　
1

　
　
　
　
1

　
　
　
保
険
医

へ
9
ξ

　
0
ト
ソ

一請求する

て
い
る
と
、
国
保
か
ら
の
七
割
給
付

は
で
き
ず
、
さ
ら
に
、
社
会
保
険
で

も
、
本
人
に
保
険
証
を
渡
し
た
後
の

も
の
に
つ
い
て
、
払
い
戻
し
が
出
来

ぬ
場
合
が
あ
り
、
損
を
す
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ

い
。　

交
通
事
故
と
国
保

　
■
交
通
事
故
で
ケ
ガ
を
し
た
場
．

合
、
国
保
を
使
え
ま
す
か

　
　
　
　
　
　
（
千
歳
町
Y
生
）

　
交
通
事
故
の
ケ
ガ
の
治
療
費
は

基
本
的
に
は
、
加
害
者
が
負
担
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
し
か
し
、
国
保
が
加
害
者
に
一
目

時
か
わ
っ
て
医
療
費
を
支
払
う
こ
…

，
と
が
で
き
ま
す
。

　
後
日
、
国
保
が
加
害
者
に
請
求

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
（
交
通
』
一
…

悪
は
除
く
）

　
被
害
者
が
国
保
の
保
険
証
を
使

…
う
と
き
は
、
「
第
三
者
行
為
に
よ
る

，
被
害
届
」
を
市
役
所
保
健
課
に
出

し
て
く
だ
さ
い
，

（第3種郵便物認可）昭和49年8月10日とお』が夢205）

　
市
展
の
作
品
を
募
集

　
こ
と
し
も
、
市
美
術
展
の
出

品
作
品
を
募
集
し
ま
す
，

　
作
品
は
日
本
画
、
洋
画
、
新

し
い
美
術
、
彫
塑
、
書
道
、
写

真
の
六
部
門
で
、
九
月
二
十
八

日
午
後
八
時
ま
で
に
市
公
民
館

へ
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。
（
出
品

料
一
点
五
百
円
）

　
県
芸
術
祭
に
ご
参
加
を

　
合
唱
、
演
劇
部
門
と
も
九
月

十
日
ま
で
に
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
o

　
申
し
込
み
先
ー
中
越
教
育
事

務
所
社
会
教
育
課
曾
三
四
－
三

一
一
一
番
へ
。こ
蜷

ミ
ノ
ノ

　
軽
自
動
車
の
検
査
は

　
済
み
ま
し
た
か
1

　
軽
自
動
車
は
、
検
査
を
受
け

な
い
と
使
用
で
き
ま
せ
ん
。

　
ま
だ
検
査
の
済
ん
で
い
な
い

方
は
、
最
寄
り
の
販
売
店
等
で

あ
な
た
の
車
の
検
査
期
限
等
を

お
確
か
め
く
だ
さ
い
。

　
「
ま
む
し
に
」

　
　
　
か
ま
れ
た
ら
…
…

　
「
ま
む
し
」
に
か
ま
れ
た
方
は

抗
毒
素
を
備
え
つ
け
て
“
る
、

つ
ぎ
の
病
院
で
手
当
を
受
け
て

く
だ
さ
い
。
十
日
町
病
院
曾
二

－
三
一
六
一
番
、
中
条
病
院
曾

七
－
三
〇
一
八
番

　
鈴
虫
を
ど
う
ぞ
：
…

　
リ
リ
ン
く
と
鳴
く
鈴
虫
。

こ
の
鈴
虫
を
飼
育
し
て
い
る
平

野
善
友
（
美
雪
町
）
さ
ん
は
、
鈴

　
　
　
　
　
　
虫
を
欲
し
い

㊤
　
　
　
　
　
　
人
に
タ
ダ
で

　
　
　
　
　
　
さ
し
あ
げ
て

　
　
　
　
　
　
　
い
ま
す
o

　
　
　
　
　
　
　
残
り
は
わ

ず
か
で
す
。
希
望
者
は
ど
う
ぞ

曾
七
1
0
三
一
三
番
。

…
∞
　
趨
”
鍵
鰻
鞭

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

卜川駐川
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慧灘薄鞭

た
集
落
が
あ
る
。
空
気
は
ひ
ん
や
り
と
し
て
、
ク
ー
ラ

ー
の
な
か
の
よ
う
に
し
の
ぎ
や
す
い
…
・
：
。

　
今
回
は
、
こ
れ
ら
の
地
城
で
活
躍
す
る
七
名
の
方
か

ら
、
通
信
員
と
し
て
部
落
の
話
題
を
提
供
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
．
譲
馨

過
疎
問
題
は
み
ん

な
の
協
力
で
…
…

尾身昭一
　（中手）

　
中
羊
部
落
は
、
水
田
総
面
積
十
四

診
で
す
が
昨
年
と
今
年
で
三
診
ほ
ど

の
基
盤
整
備
が
な
さ
れ
、
ま
た
、
二

十
一
戸
の
部
落
で
、
昨
年
は
＝
，
戸
来

年
ま
た
四
戸
が
改
築
さ
れ
ま
す
。

　
こ
の
こ
と
は
、
と
り
も
な
お
さ
ず

部
落
に
定
着
し
よ
う
と
い
う
考
え
の

あ
ら
わ
れ
だ
と
思
い
ま
す
．

　
今
年
の
冬
は
、
四
摺
近
い
豪
雪
で

し
た
が
、
市
か
ら
数
回
に
わ
た
っ
て

ブ
ル
ド
ー
ザ
に
よ
る
圧
雪
を
し
て

い
た
だ
き
、
ま
た
そ
の
機
会
に
家
の

ま
わ
り
の
除
雪
も
す
ま
せ
、
出
稼
ぎ

の
る
す
家
族
は
ほ
っ
と
し
ま
し
た
。

　
住
民
の
熱
意
と
努
力
、
行
政
機
関

の
援
助
、
み
ん
な
で
力
を
合
わ
せ
れ

ば
、
過
疎
問
題
も
な
ん
と
か
な
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

郷
民
運
動
会

日
本
人
は
祭
り
が
好
き
だ
と
い
わ

●¢

～

　
　
　
　
　
！
　
　
　
　
　
　
　
｝
　
　
　
ノ

れ
る
。
以
前
は
、
節
句
、
昭
休
み
、

土
用
祭
り
、
鎮
守
の
祭
り
等
数
多
く

の
祭
り
が
あ
り
、
こ
ぞ
っ
て
休
み
、

こ
ぞ
っ
て
遊
ん
だ
。
こ
れ
が
青
年
男

女
の
交
際
の
場
で
あ
り
、
仕
事
の
は

げ
み
に
も
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
今

の
農
山
村
で
は
、
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ

な
く
な
り
ま
し
た
。

　
私
達
の
飛
渡
部
落
は
、
飛
渡
郷
あ

橋本定幸
　（新水）

げ
て
の
「
郷
民
運
動
会
」
が
今
も
続

け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
日
ば
か
り
は
、
老
若
男
女
が

五
チ
ー
ム
に
別
れ
、
優
勝
カ
ッ
ブ
を

か
け
て
大
熱
戦
を
展
開
し
ま
す
．

　
こ
の
日
は
、
ま
た
、
部
落
民
同
志

の
楽
し
い
歓
談
の
場
で
も
あ
り
ま
す

　
負
け
る
も
よ
し
、
勝
つ
も
よ
し
、

す
べ
て
を
忘
れ
て
、
明
る
く
楽
し
い

一
日
e
す
。

　
部
落
再
評
価

魏・

高橋茂夫
　（大池）

「
北
越
北
線
津
池
駅
よ
り
車
で
十

分
。
浦
佐
新
幹
線
停
車
駅
、
関
越
高

速
イ
ソ
タ
ー
チ
ェ
ソ
ジ
よ
り
車
で
一

時
間
半
。
緑
多
し
、
野
鳥
豊
富
。
冬

は
雪
多
し
」
…
…
こ
ん
な
別
荘
地
の

新
聞
広
告
を
不
動
産
屋
が
出
し
て
も

不
当
広
告
に
な
ら
な
い
の
が
ぽ
く
の

部
落
で
す
。
　
「
雪
多
し
」
の
一
言
で

（
？
）
過
疎
現
象
が
こ
こ
十
年
あ
ま

り
極
端
に
表
わ
れ
て
い
る
の
が
非
常

に
残
念
で
す
．

　
し
か
し
、
最
近
、
セ
ヵ
ン
ド
ハ
ウ

ス
的
の
考
え
で
資
本
を
投
資
す
る
人

も
ポ
ッ
ポ
ッ
出
て
き
た
よ
う
で
す
。

　
「
公
害
」
と
い
う
言
葉
が
そ
う
で

あ
っ
た
よ
う
に
「
雪
害
」
と
い
丘
言

葉
が
も
っ
と
も
っ
と
一
般
に
通
用
し

ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
の
「
雪
多
し
」
と
い

う
よ
う
に
な
っ
て
欲
し
い
と
思
い
ま

す
．
そ
ん
な
夢
を
持
ち
、
こ
の
部
落

を
再
評
価
し
た
い
レ
思
っ
て
い
ま
す

…
活
躍
す
る
「
あ
け
ぼ
の
会
」

山ロ庄治郎
　（馬場二）

　
私
の
部
落
で
は
、
老
人
ク
ラ
ブ

「
あ
け
ぼ
の
会
」
の
人
達
が
自
主
的

に
作
業
を
続
け
て
お
り
、
部
落
民
に

感
謝
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
重
た
、
馬
場
小
学
校
児
童
会
は
、

去
る
六
月
下
旬
か
ら
、
自
分
達
で
計

画
し
た
早
朝
の
運
動
を
実
施
し
て
い

ま
す
。
村
の
青
年
団
は
、
以
前
か
ら

毎
月
一
斉
消
毒
を
行
な
い
、
こ
と
し

も
カ
ヤ
の
い
ら
な
い
快
適
な
夏
を
す

ご
せ
ま
す
。
こ
れ
ら
は
、
ほ
ん
の
一

例
で
す
が
、
お
互
い
に
地
域
の
発
展

を
願
い
心
の
ふ
れ
あ
う
温
か
な
住
み

よ
い
生
活
環
境
づ
く
り
に
努
力
し
て

い
ま
す
。

㎜
獅
子
頭
が
か
け
ま
わ
る

富井寅七
（水沢第二）

　
老
人
会
の
公
共
物
（
公
会
堂
、
神

社
、
墓
地
等
）
の
清
掃
、
草
取
り
．

青
年
団
に
よ
る
年
数
回
の
は
え
・
蚊

等
の
一
斉
消
毒
。
婦
人
会
を
中
心
に

し
た
交
通
安
全
運
動
に
対
す
る
協
力

な
ど
各
種
団
体
の
地
道
な
奉
仕
活
動

が
続
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
春
・
秋
の
祭
礼
に
は
、
他

で
は
あ
ま
り
見
ら
れ
な
い
「
獅
子

頭
」
が
若
者
達
に
よ
り
、
勢
よ
く
村

中
を
か
け
廻
り
ま
す
。
春
の
フ
ェ
ン

現
象
時
に
は
、
ひ
さ
し
ぷ
り
に
、
小

学
生
達
に
よ
る
「
火
の
用
心
」
の
元

気
な
声
も
聞
か
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
に
、
老
も
若
ぎ
も
力
を

あ
わ
せ
て
活
躍
を
続
け
て
い
ま
す
。

松
茸
会
を
結
成

大熊平治郎

　（上原）

　
こ
こ
四
・
五
年
の
間
に
、
二
十

七
、
八
軒
だ
っ
た
上
原
部
落
は
　
六

十
軒
以
上
に
な
っ
た
．
十
年
位
前
ま

で
は
青
年
会
が
あ
り
、
小
部
落
な
が

ら
も
若
い
衆
で
、
村
の
祭
り
、
桶
流

し
、
盆
踊
り
な
ど
を
や
り
、
連
帯
感

も
あ
っ
た
。
だ
が
今
で
は
同
じ
部
落

の
人
間
で
あ
り
な
が
ら
、
ど
こ
の
誰

か
わ
か
ら
な
い
人
が
多
く
な
っ
て
し

ま
っ
た
．
そ
こ
で
、
部
落
の
二
十
五

歳
～
四
十
二
歳
ま
で
の
入
達
が
集
ま

り
，
み
ん
な
が
知
り
あ
い
、
語
り
あ

っ
て
明
る
く
楽
し
い
部
落
に
し
て
い

こ
う
と
、
四
月
に
会
を
結
成
し
た
。

　
会
の
名
称
は
「
松
茸
会
」
。
会
員

は
二
十
七
名
で
あ
る
。
親
睦
を
目
的

と
し
た
、
長
続
き
の
す
る
会
に
し
よ

う
と
張
り
切
っ
て
い
る
。

十
二
山
の
神
祭
り

野上武衛
（山新田）

　
私
た
ち
の
部
落
に
十
二
山
の
神
祭

り
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
れ
は
、
燃
料
の
「
ぼ
い
」
や

「
こ
ろ
」
を
切
り
に
山
に
入
る
（
山

開
き
）
前
に
、
十
二
山
の
神
を
祭
っ

て
、
山
仕
事
が
一
年
中
無
事
で
行
な

わ
れ
る
よ
う
お
祈
り
す
る
行
事
で

す
。　
ま
ず
、
三
月
十
一
日
、
部
落
の
お

宮
で
つ
ぎ
の
準
備
を
し
ま
す
．

　
弓
は
杉
枝
、
矢
は
よ
し
で
作
り
、

ま
と
は
半
紙
に
五
重
丸
を
書
き
、
上

に
奉
納
、
十
二
山
の
神
と
書
き
横
に

住
所
、
氏
名
を
書
く
、
供
物
は
だ
ん

ご
。
以
上
の
進
備
が
終
わ
る
と
、
三

月
＋
二
日
早
朝
、
女
の
人
に
あ
わ
な

い
よ
う
で
か
け
、
山
仕
事
の
無
事
を

祈
っ
て
矢
を
射
る
わ
け
で
す
。
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勲

㎜
電
柱
か
ら
二
十
万
円

　
　
市
内
の
電
柱
は
7
3
5
4
本

　
う
ち
、
市
道
な
ど
市
有
地
に
　
…

㎜
建
て
ら
れ
て
い
る
も
の
7
8
4
…

…
本
。

　
　
ま
た
針
金
や
柱
で
支
え
ら
れ
　
…

…
て
い
る
も
の
が
、
1
5
0
本
あ
…

…
り
、
年
間
二
十
万
百
六
十
円
の
…

㎜
使
用
料
が
東
北
電
力
か
ら
市
に
…

一
支
払
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
　
電
柱
一
本
の
使
用
料
は
年
二
　
…

…
百
四
十
円
で
す
。

濾
q
塗

　
八
月
は
市
・
県
民
税
と
国
民

　
健
康
保
険
料
の
納
期
で
す
。

説舗

婁

靹
擁
膿

ら
雛
　
野

黛
禦
簸
嚇

診
議
潔
磁
畑

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
．
『
、

　
　
　
　
　
」
　
　
で

　
擁
薄

清
譲
会
鰐
甑
敷

　
鋪
藝
豚
旨
．
肇
　
．
赫
註

　
川
を
大
切
に

　
河
川
は
国
土
保
全
や
水
資
源
と
し

て
も
重
要
な
働
き
を
し
て
い
ま
す
．

　点約奉仕グルーブ明窓会」

は、48年8月誕生。
　会員どうしの熱心な学習で

市報とおかま

購優
　これからも
点約奉仕の輪をどんどん広げ

ていけたら、すばらしいと思
つています。

　みなさん、学習会にご参知

くださいQ
　●第1日瑚望日　　午肖f∫9日寺・3（））ノ・

　●第3火曜日　午後7時
いずれも、市公民館本館です、

　
河
川
を
い
つ
も
き
れ
い
に
花
し
く

利
用
す
る
た
め
に
河
川
法
が
あ
り
ま

す
が
、
建
設
省
十
日
町
出
張
所
で

は
、
こ
の
法
律
に
も
と
づ
く
禁
止
・

制
限
・
許
可
等
に
つ
い
て
知
っ
て
い

た
だ
く
た
め
、
つ
ぎ
の
こ
と
を
呼
び

か
け
て
い
ま
す
。

　
　
謹
河
川
に
ご
み
、
土
石
、
ふ
ん

　
尿
等
を
す
て
な
い
。

　
　
■
汚
水
を
河
川
に
排
出
し
よ
う

　
と
す
る
場
合
（
日
あ
た
り
五
十
立

　
方
騎
以
上
）
、
河
川
管
理
者
に
届

　
け
出
る
。

　
　
鰹
河
川
保
全
区
域
内
の
堀
さ
く

　　ずつて　しもよづ　ロつ

　　みなさん、学習会にご参知
　　くださいQ
　　●第1日瑚望日　　年一肖f∫9日寺・3（））ノ・

　　●第3火曜日　午後7時
　　いずれも、市公民館』本館ですQ

　　　　　　　　　ひ勘

　　　　　　　　　蟹

　　　緑黄色野菜
　　　　　　を十分に

　　中魚沼農業改良普及所では
ii緑黄色野菜の摂取量につ蛋

1調錨糾粂地区の6，・

1調査時期○’910月と2賂10日
ま

12004　入／

i　5。　，峰

殉　一爾「一
葦 一－更 『

　　黄　　色菓　色榮　　額　　物
　緑黄色野菜は必要量の76％
（秋季）47％（冬季）と少ない結

果になりました。

　貧血を防ぐ…
　　　　　　　貧血の防止
　　　　　　策は、食生括
　　　　　　の工夫といわ
　　　　　　れています、、

　　　　　　　淡色野菜（白

　　　　　　菜、大季艮、づ

　　　　　　ス等）に（ら
薦養瓢…繍酬

　
等
は
、
あ
ら
か
じ
め
河
川
管
理
者

　
の
許
可
が
必
要
で
す
。

　
な
お
、
く
わ
し
い
こ
と
は
、
同
出

張
所
［
奮
二
ー
一
二
八
O
番
）
へ
お

た
ず
ね
く
だ
さ
い
．

　
後
藤
さ
ん
ら
が
入
選

　
住
み
郷
十
日
町
分
会
は
、
川
や
ま

ち
を
き
れ
い
に
す
る
運
動
の
標
語
を

募
集
し
ま
し
た
が
．
審
査
の
結
果
っ

ぎ
の
方
々
が
入
選
を
き
ま
り
ま
し
た

　
一
般
の
部

　
最
優
秀
　
後
藤
年
春
（
旭
町
）

　
「
住
む
人
の
心
が
映
る
街
や
川
」

　
入
選
　
金
沢
久
江
（
新
宮
）
根
津

　
甲
作
（
稲
荷
町
二
）
阿
部
徳
次
郎

　
（
本
町
六
の
二
）
金
沢
け
い
（
太

　
田
島
三
）

　
小
蝉
六
年
の
部

　
最
優
秀
　
田
中
良
子
（
十
u
町
小
）

　
「
よ
ご
さ
な
い
、
み
ん
な
の
ま
ち

　
ゃ
川
だ
か
ら
」

　
水
難
事
故
に
ご
注
意

　
水
泳
や
魚
つ
り
等
水
に
接
す
る
機

会
の
多
い
季
節
で
す
．
こ
ど
も
た
ち

の
水
難
事
故
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
0
川
遊
び
や
つ
つ
み
等
に
い
か
せ

　
な
い
。
家
の
ま
わ
り
の
池
や
風
呂

　
場
に
も
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　
■
信
濃
川
で
は
、
警
報
用
サ
イ
レ

　
ン
を
鳴
ら
し
、
ダ
ム
の
水
を
放
流

　
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
特

　
に
危
険
で
す
。

器二謙

の
鯵
や㊥
　
　
　
　
　
　
　
ザ

　
　
　
　
　
　
　
エ

　
　
巨
9

　
　
　
　
　
　
0
0

軌
職碑
慧
，
■
シ魑
柳

吟
飯
ど
　
　
～
期
気
・

F
っ
？
ん
始
ζ
％

瀞灘

　
下
水
道
事
業
計
画
を

　
縦
覧

　
市
は
、
公
共
下
水
道
事
業
を
計
画

し
て
い
ま
す
が
、
そ
の
案
に
つ
い
て

つ
ぎ
の
と
お
り
縦
覧
し
ま
す
。

　
ご
意
見
等
は
市
ド
水
道
準
備
室

（
含
ヒ
ー
三
一
一
一
番
）
へ
。

　
期
日
　
八
月
十
口
～
八
月
二
十
三

　
日
　
場
所
　
下
水
道
準
備
室
（
市
役
所

　
三
階
西
側
）

　
食
卓
を
豊
か
に
す
る

　
料
理
展

　
調
理
師
会
は
第
三
回
食
岸
を
豊
か

に
す
る
料
埋
展
を
つ
ぎ
の
と
お
り
開

き
ま
す
。
当
日
は
、
約
ヒ
十
点
の
わ

が
家
の
自
慢
料
理
の
ほ
か
、
山
彙
の

即
売
、
鯉
料
理
の
実
演
を
行
な
い
ま

す
の
で
、
お
い
で
～
だ
さ
い
。

　
と
き
　
九
月
八
日
午
前
十
時
か
ら

　
午
後
四
時
　
と
こ
ろ
　
市
民
会
館

　25188
　日　日
　日　日月

　大庭の
曾島費野休

2　》　日
雪医穿医救

黙撚急
7原1日月医
番凹番田！

　
　
　
　
　
入
　
　
含
　
　
ノ
、

　
　
　
　
　
　
、
等
　
、
　
ー

　
　
　
　
　
ン
草
く
　
　
，

　
　
　
　
　
　
　
　
多
　
　
　
と

　
　
　
　
　
マ
ン
　
　
　
｝

　
　
　
　
　
　
　
　
葬
」
　
　
ノ
・

　
　
　
　
　
　
一
　
レ
｝
　
　
　
レ

　
　
　
　
　
ピ
一
弓
　
こ

　
　
　
　
　
（
　
『
、
金
　
　
　
t

　
　
　
　
　
　
オ
　
　
）
　
　
　
　
r
、

　
　
　
　
　
　
　
、
ぜ
　
　
直
－
　
。

　
　
　
　
　
　
　
ヤ
ン
　
。
献
い

　
　
　
　
　
　
　
チ
ミ
す
を
さ

　
　
　
　
　
　
　
ボ
タ
ま
ら
だ

　
　
　
　
　
　
　
カ
ピ
い
れ
く

　
　
　
　
　
　
　
、
、
で
こ
て

　
　
　
　
　
　
　
参
は
ん
　
　
れ

競
灘
燕
犠
の
お
鞍
3
鷺

売
払
物
件
…
旧
大
井
田
小
学
校
屋

　
　
　
　
内
体
育
館
及
び
二
階
建

　
　
　
　
校
舎
の
一
部
、
延
べ
八

　
　
　
　
〇
九
・
四
八
平
方
訂

入
札
日
時
…
四
レ
九
年
八
月
十
七

入
札
場
所
…
旧
大
井
田
小
学
校

入
札
保
証
金
…
各
自
見
積
額
の
百

　
　
　
　
　
分
の
五
以
上

　
　
　
　
　
　
か
市
役
所
開
発
課
）

　
寄
付
あ
り
が
と
う

▽
上
村
時
夫
（
士
市
第
一
）
香
典
返

し
…
…
コ
、
万
円
　
▽
飯
塚
、
、
、
ノ
リ

（
田
中
町
本
通
り
）
香
典
返
し
…
，

五
万
円
▽
庭
野
日
敬
…
…
十
万
円

▽
田
中
伊
作
…
五
千
円
　
▽
三
広

商
事
社
員
一
同
…
五
千
三
十
四
円

旧
全
国
戦
没
者
追
悼
式

　
月
正
午
に
は
黙
と
う
を

　
8
　
夜
八
時
の
時
間
帯
は

　
さ
け
て
…
・

　
電
話
局
の
一
〇
〇
番
通
話
は
、
夜

八
時
す
ぎ
が
ピ
ー
ク
。
な
る
べ
く
こ

の
時
間
帯
を
避
け
、
便
利
な
ダ
イ
ヤ

ル
市
外
通
話
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
（
十
日
町
電
報
電
話
局
）
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熱
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総合優勝は中条チーム、応援賞は

水沢南チームに。

　
　
　
会

　
　
　
大

　
　
　
育

　
　
　
体

　
　
　
民

　
　
　
市

　
　
　
鷲

方
膿
の
た

　
　
　
　
つ

　
　
　
が

　
　
　
あ

　
　
　
り

　
　
　
盛


